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は
じ
め
に

　

中
央
政
府
だ
け
で
な
く
地
方
の
国
衙
も
数
多
く
の
文
書
を
発
信
・
受
信
し
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
が
、
国
衙
で
の
文
書
行
政
の
実

態
は
史
料
的
制
約
に
よ
り
必
ず
し
も
明
確
に
は
な
っ
て
い
な
い
。
そ
う
し
た
な
か
で
加
藤
友
康
「
国
・
郡
行
政
と
木
簡
」（
１
）
は
、
国
衙
の
事

務
処
理
に
お
け
る
木
簡
利
用
を
、
主
に
下
野
国
府
跡
の
出
土
木
簡
を
通
し
て
論
じ
、
国
衙
の
文
書
行
政
に
お
け
る
木
簡
の
役
割
に
注
目
し

た
。
し
か
し
、
国
衙
で
遣
り
取
り
さ
れ
た
多
種
・
多
様
な
文
書
は
紙
が
使
用
さ
れ
、
そ
の
多
く
は
機
能
終
了
後
に
廃
棄
さ
れ
た
た
め
、
国

衙
で
ど
の
よ
う
に
文
書
が
作
成
さ
れ
た
の
か
、
ま
た
、
文
書
作
成
に
お
け
る
木
簡
利
用
の
実
態
は
明
ら
か
に
は
な
っ
て
い
な
い
。
ま
れ
に

紙
文
書
が
残
さ
れ
る
の
は
、
正
文
書
を
書
く
た
め
の
案
文
が
反
故
紙
と
し
て
他
に
利
用
さ
れ
奇
跡
的
に
残
さ
れ
た
場
合
で
あ
る（
２
）。
こ
の
よ

う
に
国
衙
に
は
発
信
文
書
は
言
う
に
及
ば
ず
受
信
文
書
も
残
っ
て
い
な
い
の
が
現
実
で
、
そ
の
文
書
行
政
に
つ
い
て
は
、
わ
ず
か
に
そ
の

伝
達
過
程
を
記
録
し
た
計
会
帳
の
検
討
よ
り
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
の
に
過
ぎ
ず
、
具
体
的
な
文
書
の
書
式
や
作
成
過
程
な
ど
に
つ
い
て
は

不
明
な
部
分
が
多
い（
３
）。
し
か
し
近
年
に
な
り
、
各
地
の
国
府
や
郡
家
跡
よ
り
出
土
し
た
戸
籍
・
計
帳
関
係
の
木
簡
や
漆
紙
文
書
に
よ
り
、

そ
の
作
成
・
保
存
・
廃
棄
の
過
程
に
つ
い
て
議
論
が
で
き
る（
４
）よ
う
に
な
っ
た
だ
け
で
な
く
、
国
符
・
郡
符
木
簡
と
召
喚
木
簡
の
出
土
に
よ
り
、
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三
四

地
方
行
政
に
お
け
る
文
書
の
役
割
が
明
ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
る（
５
）。
し
か
し
、
中
央
政
府
と
国
衙
と
の
文
書
の
遣
り
取
り
に
つ
い
て
は
、
公

式
令
に
規
定
さ
れ
る
書
式
以
外
に
解
明
の
手
が
か
り
が
な
い
状
態
で
あ
る
の
も
事
実
で
あ
る
。
上
述
し
た
よ
う
に
紙
文
書
が
残
さ
れ
る
の

は
、
受
信
官
司
の
権
利
・
権
限
を
担
保
し
た
文
書
で
、
保
管
義
務
の
あ
る
文
書
の
な
か
の
ご
く
一
部
か
発
信
官
司
が
案
文
と
し
て
保
管
す

る
場
合
以
外
に
な
く
、
保
管
さ
れ
た
古
代
の
紙
文
書
は
造
東
大
寺
司
関
係
を
除
い
て
ほ
と
ん
ど
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
幸
い

な
こ
と
に
、
国
衙
で
作
成
さ
れ
た
種
々
の
文
書
の
作
成
の
あ
り
方
と
そ
の
発
信
形
態
を
考
え
る
上
で
注
目
さ
れ
る
文
字
資
料
と
し
て
、
徳

島
市
国
府
町
の
観
音
寺
遺
跡
よ
り
出
土
し
た
勘
籍
関
連
木
簡
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
木
簡
を
詳
細
に
観
察
・
検
討

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
国
衙
に
お
け
る
文
書
の
書
式
を
は
じ
め
文
書
行
政
の
一
端
を
解
明
す
る
こ
と
が
可
能
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る

の
で
、
勘
籍
関
連
木
簡
の
検
討
を
通
し
て
古
代
の
国
衙
に
お
け
る
文
書
行
政
の
一
端
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

　
　

第
一
節　

観
音
寺
遺
跡
と
国
衙
関
連
木
簡

　

Ⅰ　

観
音
寺
遺
跡
と
敷
地
遺
跡
の
概
要

  

徳
島
市
の
西
方
に
位
置
す
る
気
延
山
と
鮎
喰
川
に
挟
ま
れ
た
徳
島
市
国
府
町
観
音
寺
（
旧
阿
波
国
名
方
郡
）
に
存
在
す
る
観
音
寺
遺
跡

は
、
図
１
で
示
し
た
よ
う
な
場
所
に
立
地
し
、
幅
六
〇
メ
ー
ト
ル
の
南
北
約
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
及
ぶ
徳
島
市
の
南
環
状
道
路
の
建
設
に

と
も
な
い
検
出
さ
れ
た
大
溝
・
自
然
河
川
・
十
三
棟
の
掘
立
柱
建
物
部
分
よ
り
な
り
、
基
本
的
に
は
埋
没
河
川
と
掘
立
柱
建
物
群
を
い
う
。

徳
島
県
教
育
委
員
会
・
徳
島
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
『
観
音
寺
遺
跡
Ⅰ
（
観
音
寺
遺
跡
木
簡
編
）』（
二
〇
〇
二
年
、『
観
音
寺
遺
跡
Ⅰ
』

と
略
記
）
で
報
告
さ
れ
た
木
簡
は
、
一
六
番
札
所
の
観
音
寺
の
西
側
を
南
か
ら
北
へ
流
れ
る
幅
二
〇
メ
ー
ト
ル
程
度
の
逆
Ｓ
字
状
を
な
す

埋
没
河
道
（
自
然
流
路SR1001

）
よ
り
出
土
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
の
調
査
に
よ
っ
て
、
国
道
一
九
二
号
線
の
北
側
を
南
東
か
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ら
北
西
へ
流
れ
る
幅
八
〇
メ
ー
ト
ル
の
河
川
か
ら
も
勘
籍
関
連
木
簡
を
含
む
数
多
く
の
木
簡
が
出
土
し
た
。
こ
の
よ
う
に
観
音
寺
木
簡
は

い
ず
れ
も
遺
構
に
と
も
な
う
出
土
で
は
な
い
が
、
同
木
簡
出
土
地
点
よ
り
北
に
六
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点
に
は
図
２
に
示
し
た
よ
う
な
国

司
の
館
と
考
え
ら
れ
る
敷
地
遺
跡
が
存
在
し
、
さ
ら
に
近
く
に
は
阿
波
国
分
寺
と
国
分
尼
寺
跡
が
存
在
す
る
と
い
う
立
地
条
件
と
、
後
述

す
る
木
簡
の
内
容
よ
り
し
て
、観
音
寺
遺
跡
は
古
代
阿
波
国
の
政
治
的
中
心
地
で
あ
る
阿
波
国
府
に
近
接
し
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
く
、

図１  観音寺遺跡立地場所

図２  敷地遺跡遺構図
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流
路
よ
り
し
て
同
遺
跡
の
南
東
方
向
に
阿
波
国
府
が
存
在
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
『
観
音
寺
遺
跡
Ⅰ
』
で
報
告
さ
れ
た
木
簡
は
、
図
３
に
示
し
た
よ
う
に
、
一
四
棟
の
掘
立
柱
建
物
群
の
南
側
に
位
置
す
る
埋
没
河
道
よ

り
出
土
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
木
簡
の
作
成
年
代
を
考
え
る
と
き
、
遺
構
と
の
直
接
的
な
関
連
が
明
ら
か
で
な
い
こ
と
も
あ
り
、
木
簡
の

出
土
層
位
が
問
題
と
な
り
、
検
討
の
結
果
、
木
簡
出
土
の
最
下
位
層
が
六
世
紀
末
か
ら
七
世
紀
中
期
で
、
中
位
が
七
世
紀
後
半
～
七
世
紀

末
、
上
位
が
七
世
紀
末
か
ら
一
〇
世
紀
ま
で
と
い
う
三
つ
に
大
別
で
き
る
と
報
告
し
て
い
る
。
た
だ
、
か
か
る
層
位
の
時
期
は
河
川
の
埋

没
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
絶
対
的
な
も
の
か
些
か
気
に
な
る
こ
と
に
留
意
し
つ
つ
、
観
音
寺
遺
跡
の
概
要
を
出
土
木
簡
を
中
心
に
述
べ
る

こ
と
よ
り
は
じ
め
た
い（
６
）。

図３  観音寺遺跡平面図（2002年以前）
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七

　

観
音
寺
遺
跡
の
特
徴
の
一
つ
と
し
て
七
世
紀
前
半
で
は
な
い
か
と
推
定
す
る
木
簡
が
出
土
す
る
こ
と
が
あ
り
、
徳
島
県
埋
蔵
文
化
財
セ

ン
タ
ー
『
観
音
寺
木
簡
―
観
音
寺
遺
跡
出
土
木
簡
概
報
』（
一
九
九
九
年
）
は
、
論
語
の
学
而
篇
を
記
し
た
木
簡
に
つ
い
て
「
粟
国
造
の

居
宅
内
で
『
論
語
』
の
教
授
・
学
習
が
行
わ
れ
て
い
た
可
能
性
を
示
し
て
い
る
」
と
述
べ
、
大
化
前
代
に
阿
波
国
造
の
居
宅
内
に
お
け
る

論
語
の
使
用
を
指
摘
し
て
い
る
。
論
語
木
簡
を
七
世
紀
前
半
と
す
る
の
は
出
土
層
位
に
よ
る
も
の
で
、
木
簡
記
載
に
よ
る
の
で
な
く
断
定

し
か
ね
る
が
、
41
号
木
簡
の
「
己
丑
年
四
月
廿
九
日
」（185×
43×

5 ㎜
,032

形
式
） 

が
持
統
四
年
（
六
八
九
年
）
で
、
４
号
木
簡
の
「
麻

殖
評
伎
珥
宍
二
升
」（209×

20×
5 ㎜
,032

形
式
）
も
評
記
載
で
あ
る
こ
と
よ
り
、
七
世
紀
代
の
木
簡
が
出
土
す
る
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。

ま
た
、
60
号
木
簡
は
「
波
尓
五
十
戸
税
三
百
十
×　

高
志
五
十
戸
税
三
百
十
四
束　

佐
井
五
十
戸
税
三
×
」（<509>×

<33>×
7 ㎜
,019

形
式
）
と
み
え
、
五
十
戸
表
記
で
あ
る
こ
と
よ
り
七
世
紀
代
の
も
の
で
、「
税
三
百
十
四
束
」
等
の
記
載
よ
り
初
期
国
府
に
お
い
て
租
税

徴
収
に
関
わ
る
業
務
を
お
こ
な
っ
て
い
た
可
能
性
を
示
す
と
指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
解
釈
は
別
に
し
て
も
、
こ
れ
ら
の
木
簡
が
流
出
し
た

と
み
ら
れ
る
観
音
寺
遺
跡
の
東
南
部
（
河
川
の
上
流
）
に
初
期
国
府
が
存
在
し
た
可
能
性
は
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
八
世
紀
代

の
木
簡
の
な
か
に
、「
・
謹
解
申
神
原
田
稲
苅
得
事　

合
壱
□百
か

柒
拾
四
束　
　
　

・

 
 

捌
拾
束 

□
留
玖
拾
四
束　
　
　
　
　
　
　
　

　

天
平
勝
寶
二
年
八
月
十
五
日
虫
足
」（
７
）
と
の

木
簡
が
あ
り
、
敷
地
遺
跡
か
ら
は
「
勝
浦 

板
野 
麻
殖 
那
賀
」（250×

50×
10 ㎜

,011 

形
式
）（
８
）
と
の
木
簡
が
出
土
し
、
阿
波
国
府
が
観

音
寺
遺
跡
の
近
く
に
存
在
し
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
こ
の
点
は
本
稿
で
論
ず
る
勘
籍
関
連
木
簡
の
出
土
に
よ
っ
て
決
定
的
と
な
り
、
阿

波
国
府
が
七
世
紀
後
半
か
ら
九
世
紀
に
か
け
て
同
一
場
所
に
存
在
し
た
こ
と
が
確
定
さ
れ
た
と
い
え
る（
９
）。
つ
い
で
、
二
〇
〇
八
年
度
の
報

告
書
『
観
音
寺
遺
跡
（
Ⅳ
）』
で
新
た
に
紹
介
さ
れ
た
木
簡
は
、
中
世
の
二
点
と
近
世
以
降
の
二
点
を
も
含
め
る
と
計
一
二
九
点
で
、
八

世
紀
前
半
以
前
が
六
点
（
Ⅷ
・
Ⅸ
層
）、
八
世
紀
第
２
四
半
期
が
五
点
（
Ⅶ
層
）、
八
世
紀
中
期
が
一
点
（
Ⅵ
層
）、
八
世
紀
後
半
か
ら
九

世
紀
前
半
が
七
三
点
（
Ⅴ
層
）、
九
世
紀
後
半
か
ら
一
〇
世
紀
前
半
が
一
九
点
（
Ⅳ
層
）、
一
〇
世
紀
前
半
か
ら
一
一
世
紀
初
頭
が
二
一
点

（
Ⅲ
層
）
で
あ
る
。
八
世
紀
後
半
か
ら
九
世
紀
前
半
期
と
考
え
ら
れ
る
Ⅴ
層
か
ら
の
木
簡
が
最
も
多
く
出
土
し
、
本
稿
で
問
題
に
す
る
勘



三
八

籍
関
連
木
簡
も
Ⅴ
層
か
ら
の
出
土
で
あ
る
と
い
う
。

　

敷
地
遺
跡
は
観
音
寺
遺
跡
か
ら
続
く
鮎
喰
川
の
旧
河
道
の
一
部
と
現
在
の
西
大
堀
川
の
旧
河
道
が
交
錯
す
る
微
高
地
に
位
置
し
て
阿
波

国
府
域
の
一
角
を
占
め
て
い
る
と
推
定
さ
れ
る
。
図
２
に
示
し
た
よ
う
に
、
八
～
九
世
紀
代
に
お
け
る
中
心
的
な
建
物
は
、「
コ
」
字
形

の
配
列
を
と
り
正
方
位
を
指
向
し
、
建
物
を
構
成
す
る
柱
穴
も
方
形
プ
ラ
ン
を
も
っ
て
い
る
こ
と
、
片
面
庇
の
掘
立
柱
建
物
二
棟
が
井
戸

を
と
も
な
っ
て
存
在
し
て
い
る
こ
と
、
曲
げ
物
と
檜
扇
も
出
土
し
て
い
る
こ
と
な
ど
よ
り
し
て
、
阿
波
国
司
館
で
は
な
い
か
と
想
定
さ
れ

る
遺
跡
で
あ
る（

（（
（

。
出
土
木
簡
の
多
く
は
「
般
若
理
趣
経
」
と
こ
け
ら
経
と
卒
塔
婆
で
あ
る
が
、
注
目
さ
れ
る
の
は
「
勝
浦　

板
野　

麻
殖

　

那
賀
」
と
「
是
柴
漬
他
人
不
可
取
犯
」（400×

40×
8 ㎜
,032

形
式
）
と
の
木
簡
で
あ
る
。
前
者
は
四
つ
の
郡
名
を
記
し
た
短
冊
形
の

文
書
木
簡
で
、
後
者
は
柴
漬
を
取
る
な
と
い
う
こ
と
を
記
し
た
荷
札
形
式
の
木
簡
で
あ
る
が
、
そ
の
形
状
は
上
部
の
み
左
右
の
切
り
込
み

を
持
ち
荷
札
形
式
で
あ
る
が
、
長
さ
が
四
〇
セ
ン
チ
と
長
く
、
ま
た
、
中
間
部
右
側
を
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
幅
で
切
り
込
み
を
入
れ
折
ろ

う
と
し
て
い
る
よ
う
に
、
二
次
加
工
を
試
み
て
い
る
が
未
遂
で
あ
る
と
い
う
興
味
深
い
木
簡
で
あ
る（

（（
（

。
阿
波
国
の
勝
浦
・
板
野
・
麻
殖
・

那
賀
と
い
う
諸
郡
を
意
識
し
た
木
簡
の
出
土
と
同
時
に
、
極
め
て
私
的
な
命
令
が
記
さ
れ
た
木
簡
が
出
土
し
て
お
り
、
同
地
に
国
司
館
が

存
在
し
た
と
の
考
え
に
不
整
合
は
な
い
と
い
え
る
。
さ
ら
に
、
同
遺
跡
か
ら
は
一
二
点
の
墨
書
土
器
も
出
土
し
て
お
り
、
そ
こ
に
み
ら
れ

る
「
寺
乙
」「
仏
殿
」
は
こ
け
ら
経
の
出
土
と
関
連
す
る
文
字
資
料
で
、
国
司
と
仏
教
と
の
関
わ
り
で
注
目
さ
れ
、
国
司
個
人
が
仏
教
と

関
係
が
深
か
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

  

以
上
よ
り
す
る
と
、
観
音
寺
遺
跡
の
東
南
部
に
は
、
七
世
紀
前
半
の
阿
波
国
造
の
居
館
→
初
期
国
宰
の
駐
在
地
→
阿
波
国
府
が
一
貫
し

て
存
在
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
阿
波
国
造
の
居
館
と
初
期
国
宰
の
駐
在
機
関
の
存
在
は
別
と
し
て
も
、
八
世
紀
以
後
の
阿
波
国
府
が
同

地
に
存
在
し
た
こ
と
は
、
次
に
述
べ
る
官
衙
関
連
木
簡
と
勘
籍
関
連
木
簡
の
出
土
に
よ
っ
て
確
実
で
あ
る
。



阿
波
国
府
の
文
書
行
政
と
勘
籍
関
連
木
簡

三
九

　
　

Ⅱ　

官
衙
関
連
木
簡

　

観
音
寺
遺
跡
の
近
く
に
は
阿
波
国
府
と
国
司
館
、
国
分
寺
・
国
分
尼
寺
が
存
在
し
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
う
し
た
推
定
を

傍
証
し
う
る
木
簡
が
幾
つ
か
存
在
す
る
の
で
、
以
下
に
お
い
て
時
代
別
に
分
け
て
述
べ
る
と
概
ね
次
の
よ
う
に
な
ろ
う
。

＜

七
世
紀
代
の
木
簡＞

  

4
号
木
簡
（209×

20×
5 ㎜
,032

形
式
）

　
　

麻
殖
評
伎
珥
宍
二
升

　

本
木
簡
は
麻
殖
評
か
ら
の
伎
珥
宍
（
雉
子
肉
）
の
貢
進
物
荷
札
で
あ
り
、『
観
音
寺
遺
跡
Ⅰ
』
は
「
麻
殖
評
か
ら
雉
子
（
伎
珥
）
の
肉

二
升
を
国
衙
へ
貢
進
し
た
際
の
荷
札
で
あ
り
」
と
阿
波
国
府
に
貢
進
し
た
も
の
と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
貢
進
は
荷
札
を
と
も
な

う
現
物
貢
進
で
あ
る
こ
と
よ
り
す
る
と
、
私
的
な
貢
納
で
は
な
く
国
衙
へ
の
制
度
的
な
貢
進
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
麻
殖
評
か
ら

初
期
国
宰
へ
の
雉
子
（
伎
珥
）
の
貢
進
が
如
何
な
る
制
度
に
よ
っ
た
の
か
直
ち
に
理
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
無
論
、
大
宝
令
以
前
に

評
か
ら
国
衙
ま
で
貢
納
さ
れ
た
物
資
が
な
か
っ
た
と
断
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
こ
の
伎
珥
宍
が
贄
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
阿
波
国

衙
へ
輸
納
さ
れ
た
と
は
考
え
に
く
く
、
お
そ
ら
く
は
、
麻
殖
評
が
貢
納
す
る
贄
が
阿
波
国
府
を
経
て
天
皇
（
藤
原
宮
）
へ
貢
納
す
る
も
の

と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
贄
貢
進
に
際
し
評
は
「
国
名
＋
評
名
＋
贄
」
木
簡
と
「
評
名
＋
贄
」
木
簡
の
二
種
類
を
作
成
し
、

評
名
か
ら
始
ま
る
荷
札
が
国
衙
の
勘
過
で
取
り
外
さ
れ
た
の
か
、
単
純
に
国
衙
に
お
け
る
勘
過
時
に
脱
落
し
た
か
の
何
れ
か
で
あ
ろ
う
。

七
世
紀
代
に
阿
波
国
か
ら
獣
肉
が
藤
原
宮
へ
貢
納
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
藤
原
宮
北
面
中
門
の
北
側
外
溝
よ
り
出
土
し
た
「
板
野
評
津
屋

里
猪
脯
」
が
出
土
し
て
い
る
こ
と
で
確
認
で
き
、
お
そ
ら
く
は
贄
で
あ
っ
た
と
考
え
て
問
題
な
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
評
制
下
で
の
贄
な

ど
の
表
記
に
「
国
名
＋
評
名
＋
贄
」
と
「
評
名
＋
贄
」
の
二
種
類
が
存
在
し
た
こ
と
は
、『
評
制
下
荷
札
木
簡
集
成
』（
奈
良
文
化
財
研
究



四
〇

所
、
二
〇
〇
六
年
）
で
知
る
こ
と
が
で
き
、
市
大
樹
氏
に
よ
る
と
「
国
名
＋
評
名
＋
人
」
が
三
六
例
、「
評
名
＋
人
」
が
五
二
例
、
里
名

以
下
が
三
三
例
み
る
こ
と
が
で
き
る（

（（
（

と
い
う
。
す
な
わ
ち
、
三
種
類
の
荷
札
木
簡
が
作
成
さ
れ
、
評
家
・
初
期
国
府
・
中
央
政
府
に
お
け

る
そ
れ
ぞ
れ
の
勘
過
で
取
り
外
さ
れ
た
可
能
性
も
存
在
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

60
号
木
簡
（<509>×

<33>×
7 ㎜
,019

形
式
）

　
　

波
尓
五
十
戸
税
三
百
□
×

　
　

高
志
五
十
戸
税
三
百
十
四
束　

佐
井
五
十
戸
税
三
×

　
『
和
名
類
聚
抄
』
に
よ
る
と
、
阿
波
国
名
方
西
郡
に
は
埴
土
（
波
尓
）・
高
足
（
多
加
志
）
郷
が
存
在
し
、
分
立
以
前（

（（
（

の
名
方
評
の
時
期

の
「
五
十
戸
」
の
可
能
性
が
高
い
も
の
で
あ
る
。『
観
音
寺
遺
跡
Ⅰ
』
は
、
波
尓
・
高
志
・
佐
井
な
ど
の
五
十
戸
に
課
さ
れ
た
税
は
い
ず

れ
も
三
百
十
束
前
後
と
一
律
で
、
出
挙
に
関
わ
る
も
の
と
す
れ
ば
や
や
微
額
に
過
ぎ
る
こ
と
よ
り
、「
税
」
は
「
オ
ホ
チ
カ
ラ
」「
タ

チ
カ
ラ
」
と
読
ま
れ
る
田
租
の
意
味
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
大
宝
令
以
前
に
お
け
る
「
税
」
に
は
、『
日
本
書
紀
』
天
智
天

皇
八
年
是
冬
条
の
「
修
二
高
安
城
一
收
二
畿
内
之
田
税
一
」
と
『
日
本
書
紀
』
天
武
天
皇
四
年
四
月
壬
午
条
の
「
諸
国
貸
税
」
と
い
う
「
オ

ホ
チ
カ
ラ
」「
タ
チ
カ
ラ
」
と
読
ま
れ
る
田
租
と
出
挙
稲
が
存
在
す
る
こ
と
は
事
実
で
あ
り
、
ど
ち
ら
の
考
え
も
あ
り
う
る
。
た
だ
し
、

五
十
戸
（
里
）
か
ら
の
田
租
と
す
る
と
、
一
戸
あ
た
り
六
･
二
八
束
の
田
租
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
一
戸
あ
た
り
三
段
の
口
分
田
し
か
班

給
（
一
戸
あ
た
り
正
丁
一
人
と
女
性
一
人
し
か
い
な
い
戸
ば
か
り
）
さ
れ
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
五
十
戸
全
体
か
ら
の
田
租
の

総
計
と
し
て
は
少
な
す
ぎ
る
こ
と
に
な
り
、
こ
の
見
解
に
従
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
た
、
五
十
戸
で
運
用
さ
れ
た
出
挙
稲
の
本
稲
分
か

利
稲
分
の
何
れ
か
と
考
え
て
も
、
三
百
十
束
前
後
と
一
律
で
あ
る
こ
と
は
理
解
し
に
く
く
、
別
に
考
え
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
の
木
簡
に
記
さ
れ
て
い
る
五
十
戸
名
が
後
の
名
方
郡
内
の
里
名
で
あ
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
、
初
期
国
府
と
名
方
評

家
が
近
接
も
し
く
は
一
体
的
な
関
係
に
あ
っ
た
可
能
性
を
考
え
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
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70
号
木
簡
（<272>×

<52>×
5 ㎜
,019

形
式
）      

  　
　
　

□年
か

四
月
廿
□
　
　
　
　

一
升
日
一
升
×

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

又
日
一
升
又
日
一
□
又
日
×

　
　

板
野
国
守
大
夫
分
米
三
升
小
子
分
用
米
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

此
月
数
×

　
『
観
音
寺
遺
跡
Ⅰ
』
は
、
本
木
簡
は
出
土
層
位
よ
り
天
武
朝
の
木
簡
で
あ
る
と
し
た
う
え
で
、「
板
野
国
守
大
夫
分
米
」
を
国
守
で
あ
る

大
夫
の
分
米
と
理
解
し
、
某
年
四
月
に
お
こ
な
わ
れ
た
板
野
へ
の
国
司
巡
行
に
際
し
国
守
と
従
者
の
小
子
に
対
し
て
支
給
さ
れ
た
食
米
を

記
録
し
た
も
の
と
指
摘
し
て
い
る
。
問
題
は
、「
板
野
国
守
」
の
板
野
を
地
名
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
か
で
あ
り
、
か
つ
、「
国
守
大
夫
」

と
の
表
記
を
如
何
に
理
解
す
る
か
で
あ
る
。
大
夫
の
前
に
来
る
語
句
と
し
て
、
官
職
名（

（（
（

が
存
在
す
る
こ
と
は
事
実
で
あ
り
、「
阿
波
国
守
」

を
意
味
す
る
可
能
性
は
存
在
す
る
が
、
そ
の
前
の
板
野
を
地
名
で
あ
る
と
考
え
る
理
由
は
、「
板
野
評
」
が
存
在
す
る
こ
と
以
外
に
は
全

く
な
い
。「
国
守
」
表
記
は
○
○
（
国
名
）
の
守
と
の
記
載
は
あ
り
得
て
も
、
そ
れ
以
外
は
習
書
を
除
き
考
え
に
く
い
こ
と
と
、「
人
名
＋

大
夫
」
と
の
記
載
の
存
在
よ
り
し
て
、「
板
野
国
守
」
が
人
名
で
あ
る
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。

＜

八
世
紀
代
の
木
簡＞

  

『
観
音
寺
遺
跡
Ⅰ
』
に
よ
る
と
、
水
田
の
検
校
を
示
す
と
考
え
ら
れ
る
23
号
木
簡
と
戸
籍
や
計
帳
の
作
成
を
物
語
る
6
・
34
・
35
・
37
・

62
・
66
号
木
簡
、
租
税
に
関
連
す
る
と
考
え
ら
れ
る
15
・
20
・
58
号
木
簡
等
は
何
れ
も
八
世
紀
代
の
木
簡
で
、
国
府
に
関
連
す
る
も
の
と

述
べ
て
い
る
。

　

徳
島
県
教
育
委
員
会
・
徳
島
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー『
観
音
寺
遺
跡（
Ⅳ
）木
簡
編
』（
二
〇
〇
八
年
、以
下『
観
音
寺
遺
跡
Ⅳ
』と
略
記
）

に
よ
る
と
、
紀
年
を
記
す
木
簡
と
し
て
以
下
の
も
の
が
存
在
す
る
。



四
二

　

137
号
木
簡
（<200>×

<38>×
3 ㎜
,081

形
式
）

　
　

×
平
宝
字
八
年
二
月
十
日
附
使
弓
金
マ
金
進
上

　

上
端
が
欠
損
し
て
お
り
、
写
真
版
を
見
て
も
知
ら
れ
る
よ
う
に
文
書
木
簡
の
末
尾
で
、
天
平
宝
字
八
年
二
月
に
文
書
を
使
弓
金
マ
金
に

付
し
て
進
上
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
、
正
文
書
と
い
う
よ
り
下
書
き
の
可
能
性
の
高
い
も
の
で
あ
る
。
と
し
た
と
き
、「
使
」
の
性
格
が
注

目
さ
れ
、
131
号
木
簡
で
は
粟
永
継
を
召
喚
す
る
た
め
に
「
使
宗
我
×
」
と
「
副
使
」
が
派
遣
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
こ
う
し
た
国
雑

任
の
存
在
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

　

182
号
木
簡
（200×

33×
3 ㎜
,051

形
式
）

   　

　
　
　

 

□
麦
伍
合
□請

□
□二

□升

□内

　
　

延
暦
三
年
四
月
廿
四
日

　

延
暦
三
（
七
八
四
）
年
四
月
廿
四
日
の
日
付
を
記
し
た
完
形
木
簡
で
上
下
端
を
山
形
に
尖
ら
せ
て
い
る
が
、
記
載
内
容
よ
り
す
る
と
、

『
観
音
寺
遺
跡
Ⅳ
』
が
指
摘
す
る
よ
う
に
二
次
的
な
整
形
の
可
能
性
も
あ
る
。
ま
た
、「
伍
合
」
記
載
に
は
合
点
が
付
さ
れ
て
お
り
、
こ
う

し
た
点
よ
り
す
る
と
、
こ
の
木
簡
は
帳
簿
も
し
く
は
管
理
の
た
め
に
使
用
さ
れ
た
も
の
で
、
正
し
く
、
官
衙
に
お
い
て
作
成
・
使
用
さ
れ

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

183
号
木
簡
（262×
52×

5 ㎜
,011

形
式
）

　
　

・
謹
解
申
神
原
田
稲
苅
得
事　

合
壱
□百
か

柒
拾
四
束

　
　
　
　
　
　
　
　
　

□
留
玖
拾
四
束

　
　

・　

 
 

捌
拾
束　

天
平
勝
寶
二
年
八
月
十
五
日
虫
足

  

「
解
」
で
は
じ
ま
る
天
平
勝
宝
二
年
八
月
十
五
日
付
け
の
解
文
書
で
、「
神
原
田
稲
苅
得
事　

一
百
柒
壱
四
束
」
と
「
留
玖
拾
四
束
」
と



阿
波
国
府
の
文
書
行
政
と
勘
籍
関
連
木
簡

四
三

み
え
、国
内
の
郡
家
か
ら
阿
波
国
府
へ
提
出
さ
れ
た
封
戸
租
に
関
す
る
上
申
文
書
の
可
能
性
が
高
い
。
解
式
の
冒
頭
部
分
は
「
○
○
解
申
」

と
発
信
元
を
明
示
せ
ず
、
か
つ
、
文
末
に
も
「
虫
足
」
と
見
え
る
だ
け
で
あ
る
た
め
、「
虫
足
」
が
如
何
な
る
組
織
・
身
分
の
人
物
か
不

明
な
の
で
、
解
文
の
発
信
元
を
推
定
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
た
だ
、
本
解
木
簡
が
正
文
書
で
あ
っ
た
と
す
る
と
、
阿
波
国
府
の
管
理

下
に
あ
っ
た
何
れ
か
の
郡
司
か
ら
上
級
官
司
で
あ
る
阿
波
国
衙
へ
発
信
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
内
容
は
神
原
田
で
の
収
穫
稲
一
七
四

束
の
う
ち
現
地
に
と
ど
め
た
稲
が
九
四
束
で
、
そ
う
で
な
い
（
何
れ
か
へ
送
る
べ
き
）
稲
が
八
〇
束
で
あ
る
と
い
う
内
訳
を
報
告
し
た
も

の
で
あ
る
。「
神
原
田
」
で
刈
り
取
っ
た
の
が
一
七
四
束
で
、
現
地
に
と
ど
め
た
の
が
半
分
強
の
九
四
束
で
あ
る
こ
と
よ
り
す
る
と
、
賦

役
令
封
戸
条
規
定
で
定
め
ら
れ
た
「
田
租
為
二
二
分
一
、一
分
入
レ
官
、
一
分
給
レ
主
」
に
よ
る
封
戸
か
ら
の
田
租
の
可
能
性
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
と
推
定
で
き
よ
う
。
な
お
、
上
申
文
書
た
る
解
文
が
出
土
す
る
官
衙
に
つ
い
て
若
干
述
べ
て
お
く
と
、
下
級
官
衙
よ
り
上
申
さ
れ

た
解
文
を
受
理
し
処
理
し
た
後
に
廃
棄
す
る
場
合
と
、
出
土
官
衙
が
上
級
官
衙
へ
上
申
す
る
解
文
の
案
文
の
場
合
が
想
定
さ
れ
る
が
、
こ

れ
以
外
の
想
定
は
あ
り
え
な
い
の
か
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
正
文
書
は
紙
文
書
で
あ
り
、
そ
れ
を
保
持
し
た
こ
と
を

証
明
す
る
木
簡
と
い
う
場
合
や
、
口
頭
伝
達
を
前
提
と
し
て
い
た
こ
と
を
木
簡
で
記
し
た
解
文
で
は
な
い
か
と
い
う
可
能
性
が
捨
て
き
れ

な
く
、
こ
の
点
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い（

（（
（

。

　

こ
の
他
の
木
簡
で
官
衙
に
関
連
す
る
と
考
え
ら
れ
る
木
簡
と
し
て
は
次
の
二
木
筒
が
存
在
す
る
。
105
号
木
簡
に
お
け
る
「
阿
波
国
司
等

可
申
上
□
」（<98>×
16×

3 ㎜
,081

形
式
）
と
の
記
載
は
阿
波
国
司
等
が
申
上
し
た
こ
と
を
示
し
、
付
近
に
阿
波
国
司
が
存
在
し
て
い

た
こ
と
を
示
唆
す
る
。
ま
た
、
149
号
木
簡
は
「
阿
波
国
進　

御
贄
甲
贏
壱
缶
」（<122>×

15×
3 ㎜
,031

形
式
）
と
み
え
る
も
の
で
、
阿

波
国
か
ら
の
贄
の
貢
進
木
簡
が
作
成
さ
れ
た
場
所
と
し
て
も
阿
波
国
衙
を
考
え
る
こ
と
は
妥
当
な
も
の
で
あ
ろ
う
。
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二
節　

勘
籍
関
連
木
簡
の
形
状
と
概
要

　

Ⅰ　

木
簡
の
形
状

　
『
観
音
寺
遺
跡
Ⅳ
』
に
よ
る
と
、
勘
籍
関
連
木
簡
の
出
土
は
、
論
語
木
簡
の
出
土
地
点
よ
り
北
へ
約
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
地
点
の

南
東
か
ら
北
西
へ
流
れ
る
約
八
〇
メ
ー
ト
ル
の
河
川
の
埋
没
土
か
ら
で
、
そ
の
出
土
地
点
は
木
簡
が
出
土
し
た
大
溝
と
自
然
河
川
の
合
流

地
点
（
標
高
約
四
･
五
メ
ー
ト
ル
）
で
あ
る
と
い
う
。
か
か
る
地
点
よ
り
出
土
し
た
こ
と
は
、
当
該
木
簡
も
『
観
音
寺
遺
跡
Ⅰ
』
と
同
様

の
地
点
よ
り
流
れ
て
き
た
可
能
性
を
示
唆
し
、同
一
場
所
に
お
い
て
廃
棄
さ
れ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。同
木
簡
は
長
さ
五
七
九 

㎜
、

幅
五
〇
㎜
、厚
さ
四
･
九 

㎜
の
檜
で
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、そ
の
寸
法
よ
り
し
て
文
書
木
簡
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
木
簡
の
現
状
を
詳
細
に
観
察
す
る
と
次
の
諸
点
が
確
認
で
き
る
。

　

ⓐ
上
下
端
部
の
二
面
に
は
整
形
面
を
残
し
て
お
り
、
長
さ
は
使
用
さ
れ
た
と
き
の
も
の
で
あ
る
。

　

ⓑ
表
裏
の
両
面
は
い
ず
れ
も
削
ら
れ
て
い
る
。

　

ⓒ
両
側
面
は
断
ち
割
ら
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
確
認
で
き
、
特
に
片
側
は
少
な
く
と
も
一
行
文
が
断
ち
割
ら
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
が

知
ら
れ
、
こ
の
出
土
木
簡
の
幅
は
本
文
書
が
作
成
さ
れ
た
と
き
の
形
状
と
は
異
な
っ
て
い
る
こ
と
が
理
解
で
き
る
。

　

つ
ぎ
に
、
墨
痕
と
削
り
痕
と
に
注
意
す
る
と
、
何
度
も
削
っ
て
文
字
を
書
い
て
お
り
、
削
り
残
し
た
こ
ろ
に
文
字
が
残
存
し
て
い
る
こ

と
が
知
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
本
木
簡
に
は
、
廃
棄
さ
れ
る
直
前
の
文
章
（
作
成
文
書
）
と
、
そ
の
文
章
を
書
く
た
め
に
削
っ
た
と
き
の
削

り
残
し
の
文
字
が
残
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
点
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

以
上
の
観
察
結
果
を
踏
ま
え
て
木
簡
の
表
裏
を
如
何
に
考
え
る
か
が
問
題
で
あ
る
が
、
こ
の
点
を
考
え
る
に
先
立
っ
て
木
簡
の
両
面
の

観
察
を
お
こ
な
う
必
要
が
あ
る
。
そ
の
際
、
阿
波
国
司
牒
の
記
さ
れ
て
い
る
面
を
Ａ
面
、
そ
の
裏
の
移
と
解
が
記
さ
れ
る
面
を
Ｂ
面
と
し
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て
、
以
下
に
お
い
て
観
察
結
果
を
論
述
す
る
。

＜
Ａ
面
の
状
態＞

①
削
り
痕
跡

　
　

一
行
目
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、「
阿
波
国
司
牒
」の
下
の
九
文
字
分
の
墨
痕（「
□
□
□
□  

□
□
□
□
□
」）で
、特
に
上
の「
□
□
□
□
」

部
分
の
左
側
が
直
線
的
に
削
り
取
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、そ
の
下
に
存
在
す
る
「
□
□
□
□
□
」

部
分
の
左
側
に
は
削
り
痕
を
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
う
し
た
削
り
痕
跡
は
本
木
簡
に
字
を
書
い
た
後
の
も
の
で
は
な
く
阿
波

国
司
牒
を
作
成
す
る
直
前
に
存
在
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。「
阿
波
国
司
牒
」
の
下
に
存
在
す
る
「
□
□
□
□　

□
□
□
□
□
」
は
、

常
識
的
に
み
れ
ば
、
四
文
字
は
宛
所
で
、
そ
の
下
は
事
書
き
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
が
、
宛
所
と
考
え
ら
れ
る
部
分
の
左
側
を

小
刀
で
直
線
的
に
削
り
取
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
こ
と
よ
り
す
る
と
、
本
文
書
の
作
成
に
際
し
て
前
の
文
字
を
削
る
の
で
あ
る
が
、

そ
の
際
に
削
り
残
さ
れ
た
文
字
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、「
阿
波
国
司
牒
」
に
続
く
四
文
字
は
前
文
書
の
文
字
の
削
り
残
し
と
考

え
ら
れ
、
下
部
の
五
文
字
も
同
様
に
削
り
残
し
か
、
作
成
文
書
の
宛
所
の
可
能
性
が
あ
る
。

②
切
断
面
の
存
在

　
　

一
行
目
「
阿
波
国
司
牒
」
の
下
の
九
文
字
分
の
右
側
は
切
り
取
ら
れ
て
い
る
可
能
性
が
高
く
、
上
述
し
た
片
側
一
行
分
の
断
ち
割
り

は
こ
の
部
分
を
い
う
。

③
抹
消
と
訂
正
の
存
在　

　
　

二
行
目
の
最
初
の
文
字
「
右
」
の
右
に
「
牒
」
と
記
さ
れ
、
国
に
チ
ェ
ッ
ク
が
付
さ
れ
、
下
部
の
「
已
畢
者
」
の
下
の
「
国
仍
」
に

は
楕
円
を
付
し
「
今
□
□
□
」
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
三
行
目
の
一
字
目
の
右
に
「
充
」
が
記
さ
れ
、
三
・
四
字
目
の
「
発
遣
」
は

抹
消
さ
れ
て
、「
令
向
」
と
訂
正
さ
れ
て
い
る
。
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④
木
簡
の
天
地
は
木
簡
が
使
用
さ
れ
た
と
き
の
ま
ま
と
考
え
ら
れ
る
。

＜
Ｂ
面
の
状
態＞

①
削
り
痕
跡

　
　

Ｂ
面
で
は
「
阿
波
国
司
解　

申
勘
籍
資
人
事
」
の
右
側
に
墨
痕
が
残
っ
て
い
る
が
、
こ
の
残
り
方
も
黒
痕
の
両
側
を
直
線
的
に
削
除

さ
れ
て
い
る
こ
と
よ
り
し
て
、
こ
の
墨
痕
も
Ａ
面
と
同
様
に
本
文
書
作
成
以
前
の
文
字
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

②
切
断
面
の
存
在

　
　

二
行
目
の
「
司
解　

申
勘
籍
」
の
左
側
と
本
面
の
下
部
に
は
明
瞭
に
墨
痕
が
残
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
文
字
は
左
側
が
断
ち
割
ら

れ
た
こ
と
に
よ
り
残
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
上
述
し
た
点
と
符
合
し
こ
の
墨
痕
は
前
文
書
の
文
字
で
あ
る
。
そ
し
て
い
う
ま
で
も
な

い
が
こ
の
断
ち
割
り
は
、
こ
の
木
簡
を
記
す
前
に
お
こ
な
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

③
抹
消
と
訂
正
の
存
在

　
　

一
行
目
の
「
出
京
戸
」
は
抹
消
さ
れ
、
そ
の
右
下
に
記
さ
れ
た
の
は
「
彼
」
と
読
み
う
る
が
、
そ
れ
も
抹
消
さ
れ
て
い
る
。

　

以
上
の
勘
籍
関
連
木
簡
の
表
裏
両
面
の
詳
細
な
観
察
結
果
を
要
約
す
る
と
、
次
の
二
点
に
纏
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
１
）
こ
の
文
書
案
を
作
成
す
る
前
の
木
簡
の
形
状
は
、
Ａ
面
左
側
は
現
状
の
ま
ま
で
、
Ａ
面
右
側
に
は
少
な
く
と
も
一
行
分
が
存
在
し

た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
木
簡
の
現
存
幅
は
五
〇
㎜
で
あ
る
が
、
前
に
使
用
さ
れ
た
と
き
は
一
行
分
は
大
き
く
て
少
な
く

と
も
六
〇
㎜
以
上
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
２
）
本
木
簡
は
一
度
利
用
し
た
だ
け
で
な
く
再
利
用
し
て
い
る
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
本
木
簡
の
よ
う
に
長
大
で
幅
が
広
い
木
簡
を

再
利
用
す
る
際
に
は
、
木
簡
の
全
面
を
全
て
削
除
す
る
の
で
な
く
、
文
字
列
を
中
心
に
し
て
削
り
と
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
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Ⅱ　

勘
籍
関
連
木
簡
の
表
裏
関
係

　

本
文
書
木
簡
の
特
徴
は
、
解
・
牒
・
移
と
の
文
字
が
み
ら
れ
る
こ
と
よ
り
し
て
三
つ
の
書
式
に
よ
る
公
文
書
が
記
さ
れ
、
か
つ
、
抹
消

し
た
箇
所
も
存
在
し
て
異
な
っ
た
文
字
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
使
用
済
み
の
文
書
木
簡
を
再

使
用
す
る
に
際
し
て
既
存
の
文
字
列
を
中
心
に
し
て
削
り
取
り
、
そ
の
後
に
公
用
文
書
を
作
成
の
た
め
の
下
書
き
と
し
て
使
用
し
、
そ
れ

を
参
考
に
し
て
紙
の
公
文
書
を
作
成
し
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

次
ぎ
に
問
題
と
な
る
の
は
、
木
簡
の
表
裏
に
見
ら
れ
る
三
種
類
の
文
書
の
内
容
で
、
具
体
的
に
は
こ
れ
ら
が
一
連
の
事
柄
に
関
す
る
も

の
か
、
全
く
別
の
記
載
か
と
い
う
こ
と
で
、
こ
の
問
題
は
Ａ
・
Ｂ
面
の
何
れ
が
表
面
な
の
か
と
い
う
点
と
も
関
連
す
る
。
ま
た
、
こ
の
三

つ
の
文
書
は
同
一
人
物
に
よ
っ
て
記
さ
れ
た
の
か
と
い
う
点
も
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

本
木
簡
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
徳
島
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
の
現
地
説
明
資
料（

（（
（

と
和
田
萃
氏（

（（
（

の
見
解
を
参
考
に
し
な
が
ら
何
度
か
の

実
見
と
、
二
〇
〇
九
年
二
月
七
日
に
開
催
し
た
第
二
〇
回
中
・
四
国
古
代
史
研
究
会
の
「
観
音
寺
木
簡
の
実
見
と
研
究
集
会
」
の
開
催
に

際
し
て
の
保
存
処
理
後
の
当
該
木
簡
を
二
度
に
わ
た
る
実
見
と
、『
観
音
寺
遺
跡
（
Ⅳ
）』（
二
〇
〇
八
年
）
に
所
収
さ
れ
て
い
る
赤
外
線

写
真
で
の
検
討
な
ど
に
よ
り
出
し
た
見
解
で
あ
る
。

　

最
初
に
問
題
に
な
る
の
は
こ
れ
ら
三
種
類
の
文
書
が
如
何
な
る
順
序
で
記
さ
れ
た
の
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
上
述
の
見
解
は
何
れ
も
、

阿
波
国
司
牒
が
記
さ
れ
て
い
る
Ａ
面
が
表
面
で
、
つ
い
で
移
と
解
が
記
さ
れ
る
Ｂ
面
が
裏
側
と
考
え
て
い
る
が
、
そ
れ
は
断
案
な
の
で
あ

ろ
う
か
、
こ
の
点
よ
り
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

　

最
初
に
本
木
簡
の
形
状
観
察
よ
り
す
る
と
、
文
書
を
書
い
た
後
に
変
形
さ
れ
な
か
っ
た
の
は
、「
阿
波
国
司
牒
」
の
み
え
る
Ａ
面
の
左

側
（
Ｂ
面
の
右
側
）
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
上
端
の
形
状
と
関
係
文
字
が
削
ら
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
こ
と
と
、
Ｂ
面
の
右
側
の
文
字
列
の

配
置
よ
り
明
か
で
あ
る
。
も
し
Ｂ
面
を
裏
と
す
る
と
、
Ａ
面
よ
り
書
き
始
め
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
Ａ
面
に
Ｂ
面
の
「
已
畢
」
か
ら
は
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じ
ま
る
移
文
の
前
文
が
記
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
が
、
Ａ
面
の
三
行
目
の
真
ん
中
よ
り
下
部
に
は
記
載
す
べ
き
ス
ペ
ー
ス
が
あ
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
空
白
の
ま
ま
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
木
簡
形
状
に
変
更
が
無
い
と
考
え
ら
れ
る
面
が
右
側
に
存
在
す
る
の
は
Ｂ
面
な
の
で
、
Ｂ
面
の

移
文
は
他
の
木
簡
に
書
か
れ
た
も
の
に
続
く
文
章
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
既
に
論
じ
た
よ
う
に
本
木
簡
に
は
修
正
部
分
が
存

在
す
る
こ
と
よ
り
し
て
、
三
通
の
公
式
文
書
を
紙
に
記
す
に
際
し
て
、
そ
の
下
書
き
を
木
簡
に
記
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
一
般
的
に
考
え

て
も
一
日
の
作
成
文
書
が
三
通
の
み
と
は
考
え
に
く
い
こ
と
よ
り
す
る
と
、
下
書
き
の
木
簡
が
一
枚
し
か
な
か
っ
た
と
考
え
る
こ
と
は
で

き
ず
、
数
枚
存
在
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
、
Ｂ
面
を
記
す
前
に
は
他
の
木
簡
が
存
在
し
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
諸
点
よ
り
す
る
と
、「
已
畢
」
か
ら
書
か
れ
て
い
る
Ｂ
面
こ
そ
が
表
面
で
、
Ｂ
面
は
他
の
木
簡
に
書
き
残
し
た
部
分
を
記
し
、

つ
い
で
、
阿
波
国
司
解
文
の
下
書
き
を
書
き
終
え
、
裏
面
の
Ａ
面
に
阿
波
国
司
牒
の
下
書
き
が
記
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
後
何
ら
か
の

理
由
で
Ｂ
面
の
解
文
の
左
側
が
割
き
と
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

次
に
問
題
と
な
る
の
は
三
文
書
は
同
一
の
内
容
に
関
す
る
も
の
か
、
そ
れ
と
も
異
な
る
事
柄
に
関
す
る
文
書
で
あ
る
か
と
い
う
点
で
、

こ
の
点
は
内
容
に
関
わ
る
問
題
で
あ
る
の
で
、
以
下
に
お
い
て
個
々
の
面
の
釈
読
と
内
容
に
つ
い
て
の
検
討
を
お
こ
な
う
こ
と
に
す
る
。

　

Ⅲ　

勘
籍
関
連
木
簡
の
釈
読
と
そ
の
内
容

　

以
下
に
お
い
て
本
文
書
木
簡
に
記
さ
れ
た
三
通
の
勘
籍
関
連
文
書
を
釈
読
と
そ
の
内
容
の
検
討
を
お
こ
な
う
の
で
あ
る
が
、
当
該
木
簡

の
釈
読
に
つ
い
て
は
、
当
初
公
表
さ
れ
た
木
簡
で
は
読
め
な
か
っ
た
部
分
が
、
保
存
処
理
に
よ
っ
て
読
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

と
い
う
変
遷
が
あ
る
。
特
に
問
題
で
あ
っ
た
の
は
Ａ
面
の
阿
波
国
司
牒
の
二
行
目
の
「
使
人
共
□
□
□
□
□
注
事
情
」
で
、
□
部
分
が
保

存
処
理
に
よ
り
、
図
４
「
勘
籍
関
連
木
簡
の
見
取
り
図
」
の
よ
う
に
読
む
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
こ
と
は
注
記
し
て
お
き
た
い
。
な
お
、

こ
こ
に
掲
げ
た
見
取
り
図
は
保
存
処
理
後
に
公
表
さ
れ
た
『
観
音
寺
遺
跡
（
Ⅳ
）』（
二
〇
〇
八
年
）
の
赤
外
線
写
真
と
実
見
に
よ
っ
て
作
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図
し
た
も
の
で
あ
る
。

①
阿
波
国
司
移

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

彼　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

即
附
佐
伯
費
大
長

　
　

已
畢
、
望
請
除
此
土
籍
欲
附
出
京
戸
籍
者
、
国
依
解
状
覆
検
知
実
仍
録
事
状
故
移

  

本
木
簡
と
は
別
の
木
簡
に
、
資
人
に
選
任
さ
れ
る
な
る
ど
の
手
続
な
ど
が
終
了
し
た
こ
と
記
し
た
後
に
、
本
木
簡
に
「
已
に
畢
ん
ぬ
」

と
書
き
出
し
、
つ
い
で
、「
望
み
請
う
ら
く
は
、
此
土
の
籍
を
除
き
出
て
京
戸
の
籍
に
附
す
こ
と
を
欲
す
と
い
え
り
。
国
、
解
状
に
よ
り

覆
検
し
実
を
知
る
。
仍
て
事
状
を
録
し
故
に
移
す
。
即
ち
佐
伯
費
大
長
に
附
す
」
と
記
し
た
。
と
こ
ろ
が
後
に
、
最
初
の
下
書
き
「
出
京

戸
籍
」
で
は
「
京
の
戸
籍
を
出
る
」
と
解
さ
れ
る
た
め
、「
出
京
戸
」
の
三
文
字
を
不
適
切
と
し
二
重
線
を
付
し
、「
戸
籍
」
の
右
側
に
「
彼
」

図４  勘籍関連木簡の見取り図



五
〇

と
記
し
、「
附
二
彼
籍
一
」
と
修
正
し
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、（
資
人
選
任
に
と
も
な
う
手
続
き
が
）
既
に
終
了
し
た
の
で
、
望
み
請

う
に
は
、
此
土
（
阿
波
国
）
の
籍
を
除
き
、
彼
の
籍
に
附
す
こ
と
を
願
う
と
云
っ
て
き
た
。
そ
こ
で
（
阿
波
）
国
は
、
解
状
に
従
っ
て
覆

検
し
た
と
こ
ろ
事
実
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
の
で
、
事
状
を
記
録
し
て
移
と
し
て
連
絡
す
る
。
そ
し
て
、
こ
の
移
は
佐
伯
費
大
長
に
附
す

と
理
解
で
き
る
。
た
だ
し
問
題
は
、
こ
の
移
文
書
の
宛
所
が
ど
こ
で
、
文
書
作
成
時
期
が
何
時
か
と
い
う
点
が
あ
る
。

　

木
簡
上
に
抹
消
と
訂
正
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
、
阿
波
国
司
の
移
・
牒
・
解
が
一
枚
の
木
簡
に
記
さ
れ
、
国
府
周
辺
で
廃
棄
さ
れ
た

と
考
え
ら
れ
る
こ
と
よ
り
、
こ
の
三
種
類
の
文
書
は
何
ら
か
で
関
連
す
る
事
柄
の
下
書
き
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
最
初
に
検
討
す
べ

き
は
、
阿
波
国
司
移
に
「
国
、
依
二
解
状
一
」
と
み
え
る
解
状
は
ど
こ
か
ら
提
出
さ
れ
た
の
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
阿
波
国
司
が
解
文
を

受
け
て
い
る
の
で
、
お
そ
ら
く
は
阿
波
国
の
い
ず
れ
か
の
郡
司
が
上
申
し
た
解
文
で
、
一
連
の
事
柄
と
す
る
と
、
Ｂ
面
の
阿
波
国
司
解
に

み
え
る
「
名
方
郡
殖
栗
郷
戸
主
秦
人
マ
人
麻
呂
戸
口
」
の
秦
人
マ
大
宅
の
本
籍
地
で
あ
っ
た
名
方
郡
司
よ
り
阿
波
国
司
へ
提
出
さ
れ
た
解

文
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
解
状
の
趣
旨
は
戸
籍
を
阿
波
国
か
ら
平
城
京
へ
貫
付
し
た
い
と
名
方
郡
殖
栗
郷
戸
主
秦
人
マ
人
麻
呂
の
申

請
を
阿
波
国
司
へ
提
出
し
た
解
文
と
想
定
さ
れ
、名
方
郡
司
か
ら
の
解
文
を
受
け
た
阿
波
国
司
が
勘
過
し
た
と
こ
ろ
事
実
で
あ
っ
た
の
で
、

そ
の
旨
を
移
で
連
絡
し
た
の
で
あ
る
。
と
す
る
と
そ
の
宛
所
は
如
何
な
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
の
か
が
問
題
で
あ
る
。

　

こ
の
点
で
注
目
さ
れ
る
の
が
以
下
に
掲
げ
る
東
大
寺
奴
婢
帳
の
（
Ａ
）
天
平
十
三
年
閏
三
月
七
日
の
右
京
職
移
と
（
Ｂ
）
天
平
十
五
年

九
月
一
日
の
摂
津
職
移
で
あ
る（

（（
（

。

（
Ａ
）
右
京
職
移　
　

大
養
徳
国
司

        

奴
足
人 

年
卅
六　
　

男
椋
人 

年
十　
　

男
黒
人 

年
四　
　

男
大
名
麻
呂 
年
十
一　
　

女
久
理
夜
女 

年
六

　
　

右
、
得
二
刑
部
省
去
天
平
十
二
年
九
月
一
日
移
一

、
検
二
案
内
一
、
故
従
五
位
下
大
宅
朝
臣
広
麻
呂
、
上
件
足
人
等
依
二
己
賤
一
訴
、

去
養
老
七
年
五
月
八
日
判
給
已
訖
、
除
籍
附
二
大
養
徳
国
添
上
郡
志
茂
郷
少
初
位
上
大
宅
朝
臣
賀
是
麻
呂
戸
一
者
、
職
依
二
移
旨
一
、
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一

除
二
籍
帳
一
訖
、
以
レ
状
、
故
移

 　
　
　
　

天
平
十
三
年
閏
三
月
七
日　

従
七
位
行
大
属
勲
十
二
等
鳥
取
連
御
扶

 　
　

亮
外
五
位
下
勲
十
二
等
大
伴
宿
祢

（
Ｂ
）
摂
津
職
移　
　

大
養
徳
国
司

　
　

合
十
三
人

　
　
　
　
（
嶋
上
郡
野
身
郷
戸
口
軽
部
連
弓
張
と
辛
矢
部
君
弓
張
の
戸
口
の
名
前
と
年
齢
部
分
は
省
略
） 

　
　

以
前
、
得
二
刑
部
省
去
天
平
十
二
年
八
月
廿
二
日
移
一

、
検
二
案
内
一
、
故
従
五
位
下
大
宅
朝
臣
広
麻
呂
等
所
レ
訴
奴
婢
、
去
養
老
七
年

五
月
八
日
判
給
已
訖
、
職
宜
三
前
件
奴
婢
并
子
孫
等
除
籍
附
二
少
初
位
下
大
宅
朝
臣
賀
是
麻
呂
之
戸
一
者
、
又
天
平
十
四
年
五
月
七
日
移

云
、
得
二
職
去
四
月
十
四
日
移
一
云
、
大
宅
朝
臣
賀
是
麻
呂
所
レ
訴
婢
、
将
下
除
二
其
籍
一
无
中
細
名
上
、
又
申
云
、
以
二
神
亀
二
年
十
二
月

廿
八
日
一
、
刑
部
省
下
レ
職
符
文
、
應
レ
除
二
賤
名
一
、
具
在
二
注
載
一
、
即
求
二
其
符
一
、
无
レ
有
二
此
職
一
、
仍
不
レ
得
二
輙
除
一
者
、
今
依
二

移
状
一
、
検
二
勘
省
案
一
、
賤
歴
名
載
二
於
神
亀
二
年
十
二
月
廿
八
日
符
一
下
已
訖
、
亦
検
二
職
神
亀
三
年
二
月
廿
七
日
勘
籍
申
送
解
文
一
、

件
賤
歴
名
均
然
所
レ
載
、
仍
具
レ
状
移
、
至
宜
三
准
レ
状
速
与
二
処
分
一
者
、
職
依
二
二
度
状
一
、
除
籍
已
畢
、
仍
具
二
事
状
一
便
附
二
賀
是
麻

呂
一
、
故
移

　
　
　
　
　

天
平
十
五
年
九
月
一
日

　
　

従
四
位
上
行
大
夫
大
伴
病  

従
六
位
少
進
高
向
朝
臣
諸
成

　

東
大
寺
奴
婢
帳
に
収
め
ら
れ
た
二
文
書
は
、
故
従
五
位
下
大
宅
朝
臣
広
麻
呂
の
所
有
奴
婢
六
十
一
人
が
逃
亡
し
て
他
人
の
所
有
に
な
っ

て
い
た
こ
と
を
訴
え
出
て
取
り
戻
し
た
後
、
天
平
勝
宝
元
（
七
四
九
）
年
十
一
月
三
日
に
散
位
寮
散
位
大
初
位
上
大
宅
朝
臣
可
是
麻
呂
が

東
大
寺
へ
貢
進
し
た
こ
と
に
関
連
す
る
文
書
で
あ
る
。



五
二

　
（
Ａ
）
の
天
平
十
三
（
七
四
一
）
年
閏
三
月
七
日
付
け
の
右
京
職
移
は
、
養
老
七
（
七
二
三
）
年
五
月
八
日
に
五
人
の
奴
婢
は
大
宅
朝

臣
賀
是
麿
の
所
有
が
決
定
さ
れ
、
天
平
十
二
年
九
月
一
日
に
右
京
職
よ
り
除
籍
し
て
大
養
徳
国
添
上
郡
志
茂
郷
少
初
位
上
大
宅
朝
臣
賀
是

麿
へ
戻
す
こ
と
を
記
し
た
刑
部
省
移
に
基
づ
い
て
除
籍
し
た
こ
と
を
、
右
京
職
が
大
養
徳
国
司
へ
移
で
連
絡
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
（
Ｂ
）の
天
平
十
五
年
九
月
一
日
の
摂
津
職
移
は
、養
老
七
年
五
月
八
日
に
五
人
の
奴
婢
は
大
宅
朝
臣
賀
是
麿
の
所
有
と
の
決
定
に
よ
り
、

天
平
十
二
年
八
月
廿
二
日
の
大
養
徳
国
添
上
郡
志
茂
郷
少
初
位
上
大
宅
朝
臣
賀
是
麿
へ
戻
す
こ
と
を
記
し
た
刑
部
省
移
と
神
亀
二
年
十
二

月
二
十
八
日
の
刑
部
省
符
と
神
亀
三
年
二
月
二
十
七
日
の
摂
津
職
の
「
勘
籍
申
送
解
文
」
に
よ
り
、
計
十
三
人
の
奴
婢
の
摂
津
国
に
お
け

る
除
籍
が
終
わ
っ
た
の
で
、
十
三
人
の
奴
婢
を
大
養
徳
国
添
上
郡
志
茂
郷
少
初
位
上
大
宅
朝
臣
賀
是
麿
の
戸
へ
貫
附
す
る
こ
と
を
摂
津
職

か
ら
大
養
徳
国
司
へ
連
絡
し
た
文
書
で
あ
る
。（
Ｂ
）
文
書
の
発
信
後
の
天
平
十
五
年
九
月
二
日
付
け
の
摂
津
職
符
に
は
「
以
前
、
奴
婢

等
籍
帳
、
已
除
二
付
大
宅
朝
臣
加
是
万
呂
之
戸
一
已
訖
」（

（（
（

と
、
摂
津
職
は
嶋
上
郡
司
に
職
符
に
よ
っ
て
伝
え
て
い
る
。

　

以
上
よ
り
、
除
籍
さ
れ
る
右
京
職
・
摂
津
職
か
ら
入
籍
す
る
大
養
徳
国
へ
の
連
絡
と
、
奴
婢
の
所
属
の
決
定
を
知
ら
せ
る
刑
部
省
か
ら

の
連
絡
文
書
の
何
れ
も
が
移
文
書
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
な
か
で
も
、
奴
婢
の
所
属
を
め
ぐ
る
訴
え
を
判
断
し
た
刑
部
省
か
ら

の
国
司
へ
の
連
絡
も
移
文
書
で
あ
っ
た
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
当
該
の
勘
籍
関
連
木
簡
に
み
え
る
資
人
は
阿
波
国
か
ら
平
城

京
の
籍
へ
移
動
す
る
の
で
、
阿
波
国
司
移
の
宛
所
は
京
職
（
左
右
は
不
詳
）
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

  

つ
ぎ
に
、
移
文
書
と
解
文
書
が
書
か
れ
た
Ｂ
面
の
作
成
さ
れ
た
時
期
に
つ
い
て
論
じ
て
お
き
た
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、「
佐
伯
費

大
長
」
と
の
表
記
が
参
考
に
な
る（

（（
（

。
す
な
わ
ち
、『
続
日
本
紀
』
宝
亀
四
年
五
月
辛
巳
条
に
は
「
阿
波
国
勝
浦
郡
領
長
費
人
立
言
、
庚
午

之
年
、
長
直
籍
皆
著
二
費
之
字
一
、
因
レ
茲
、
前
郡
領
長
直
救
夫
、
披
訴
改
二
注
長
直
一
、
天
平
寳
字
二
年
、
国
司
從
五
位
下
豊
野
眞
人
篠
原
、

以
レ
無
二
記
驗
一
更
爲
二
長
費
一
、
官
判
依
二
庚
午
籍
一
爲
レ
定
、
又
其
天
下
氏
姓
青
衣
爲
二
采
女
一
、
耳
中
爲
レ
紀
、
阿
曾
美
爲
二
朝
臣
一
足
尼
爲
二

宿
祢
一
、
諸
如
レ
此
類
、
不
二
必
從
古
」
と
み
え
る
。
本
記
事
に
よ
る
と
、
天
平
寳
字
二
（
七
五
八
）
年
に
阿
波
国
勝
浦
郡
領
の
長
費
人
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立
が
「
長
直
」
へ
の
改
姓
を
申
請
し
た
が
、
当
時
の
阿
波
国
守
從
五
位
下
豊
野
眞
人
篠
原
は
庚
午
年
籍
に
「
費
之
字
」
と
み
え
る
こ
と
を

理
由
に
許
可
せ
ず
「
長
費
」
の
ま
ま
と
し
た
が
、
宝
亀
四
（
七
七
三
）
年
に
は
表
記
上
の
問
題
に
過
ぎ
な
い
こ
と
は
必
ず
し
も
古
い
こ
と

に
従
う
必
要
は
な
い
と
し
た
。
さ
ら
に
、『
続
日
本
紀
』
神
護
景
雲
元
年
三
月
乙
丑
条
に
は
「
阿
波
国
板
野
名
方
阿
波
等
三
郡
百
姓
言
、

己
等
姓
、
庚
午
年
籍
被
レ
記
二
凡
直
一
、
唯
籍
皆
著
二
費
字
一
、
自
レ
此
之
後
、
評
督
凡
直
麻
呂
等
披
二
陳
朝
庭
一
、
改
爲
二
粟
凡
直
姓
一
、
已
畢
、

天
平
寳
字
二
年
編
籍
之
日
、
追
注
二
凡
費
一
、
情
所
レ
不
レ
安
、
於
レ
是
改
爲
二
粟
凡
直
一
」
と
み
え
る
。
す
な
わ
ち
、
同
じ
阿
波
国
の
凡
直

氏
も
庚
午
年
籍
で
「
費
」
と
さ
れ
た
た
め
、
七
世
紀
末
に
訴
え
て
「
粟
凡
直
」
と
変
更
し
た
が
、
天
平
宝
字
二
年
の
編
戸
に
際
し
て
阿
波

国
守
の
豊
野
眞
人
篠
原
が
「
粟
凡
直
」
か
ら
「
凡
費
」
と
戻
し
た
た
め
、
再
度
訴
え
出
て
神
護
景
雲
元
年
三
月
に
「
粟
凡
直
」
と
な
っ
た

こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　

以
上
の
点
よ
り
す
る
と
、
八
世
紀
代
の
阿
波
国
で
姓
「
費
」
が
使
用
さ
れ
て
い
た
の
は
、
天
平
宝
字
二
年
か
ら
神
護
景
雲
元
（
七
六
七
）

年
も
し
く
は
宝
亀
四
年
ま
で
で
あ
つ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、「
佐
伯
費
大
長
」
と
の
表
記
よ
り
、
本
木
簡
は
天
平
宝
字
二
年

か
ら
神
護
景
雲
元
年
、
遅
く
と
も
宝
亀
四
年
ま
で
の
間
に
作
成
さ
れ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
の
で
あ
る
。
な
お
、
本
文
書
の
な
か
で
「
出

京
戸
」
の
部
分
を
抹
消
し
「
彼
」
と
修
正
し
て
い
る
点
に
つ
い
て
、「
儀
」
と
も
読
み
う
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
が
、
保
存
処
理
後

の
現
物
と
赤
外
線
写
真
を
見
る
限
り
で
、「
彼
」
に
×
を
付
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
も
良
い
の
で
は
な
い
か
と
も
推
定
で
き
る
が

断
定
し
か
ね
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
本
文
書
が
意
味
す
る
重
要
な
点
は
八
世
紀
中
期
に
阿
波
国
の
戸
籍
か
ら
平
城
京
へ
の
改
居
が
お
こ

な
わ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
こ
と
で
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
間
違
い
な
い
。

②
阿
波
国
司
解

　
　

阿
波
国
司
解　

申
勘
籍
資
人
事
秦
人
マ
大
宅
年
弐
拾
陸 

部
下
名
方
郡
殖
栗
郷
戸
主
秦
人
マ
人
麻
呂
戸
口
者
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移
文
書
に
つ
い
で
同
じ
面
に
②
の
阿
波
国
司
解
が
記
さ
れ
、
同
文
書
は
「
阿
波
国
司
解
し
申
す
。
資
人
を
勘
籍
す
る
事
、
秦
人
マ
大
宅

年
二
十
六
、 

部
下
名
方
郡
殖
栗
郷
戸
主
秦
人
マ
人
麻
呂
戸
口
者
」
と
読
む
こ
と
が
で
き
、
理
解
が
困
難
な
点
は
な
い
。
つ
ま
り
、
阿
波
国
名
方

郡
殖
栗
郷
戸
主
秦
人
マ
人
麻
呂
の
戸
口
で
あ
る
秦
人
マ
大
宅
（
年
二
十
六
歳
）
が
資
人
と
な
っ
た
こ
と
に
と
も
な
い
勘
籍
が
お
こ
な
わ

れ
、
そ
の
結
果
を
阿
波
国
司
が
上
申
す
る
た
め
に
作
成
し
た
文
書
の
下
書
き
で
あ
る
。
た
だ
こ
の
解
文
の
上
申
先
に
つ
い
て
は
、
国
の
上

申
文
書
は
太
政
官
だ
け
で
な
く
、
八
省
に
対
し
て
も
解
を
発
し
た
こ
と
が
、『
令
集
解
』
公
式
令
遠
方
殊
俗
条
の
古
記
が
引
用
し
て
い
る

八
十
一
例
文
の
な
か
に
「
其
国
司
京
職
摂
津
等
公
文
以
レ
事
隷
者
、皆
為
レ
解
」
と
み
え
る
こ
と
で
確
認
で
き
る
。
こ
う
し
た
点
よ
り
し
て
、

こ
こ
で
阿
波
国
司
が
上
申
し
た
の
は
阿
波
国
名
方
郡
出
身
の
資
人
の
勘
籍
に
つ
い
て
で
あ
る
の
で
、
諸
国
の
戸
籍
を
最
終
的
に
管
理
す
る

民
部
省
へ
の
解
文
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
な
お
、「
年
弐
拾
陸
」
に
つ
づ
く
文
字
に
つ
い
て
は
、「
国
下
」
と
読
む
見
解
も

あ
っ
た
が
既
に
「
部
下
」
で
は
な
い
か
と
指
摘
し
た
こ
と
が
あ
り（

（（
（

、
変
更
す
る
必
要
は
な
い
と
考
え
る
。

　

以
上
、
Ｂ
面
の
文
書
は
阿
波
国
名
方
郡
の
秦
人
マ
人
麻
呂
の
戸
口
で
あ
る
秦
人
マ
大
宅
が
八
世
紀
中
期
に
資
人
と
さ
れ
た
こ
と
に
と
も

な
う
勘
籍
に
と
も
な
う
事
柄
を
記
し
た
行
政
文
書
で
あ
る
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

③
阿
波
国
司
牒

　
　

阿
波
国
司
牒　

□〔
淡
路
国
か
〕

□
□
□　

□
□
□
□
□

牒                                                　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

今
□
□
□　
　
　

右
被
今
月
廿
三
日
牒

国×

依
牒
旨
仰
當
郡
司
与
使
人
共
依
数
乞
徴
已
畢
者
国
仍
差
那
賀
直
綿
麻
呂

□
使
発
遣
如
前
仍
注
事
状
附
使
綿
麻
呂
故
牒　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

　
　

  

方
□

充　

令
向

　

こ
の
阿
波
国
司
牒
に
つ
て
は
、
保
存
処
理
ま
え
の
状
態
で
は
「
依
数
乞
徴
已
畢
者
国
仍
差
」
の
部
分
が
ほ
と
ん
ど
解
読
で
き
な
か
っ
た
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が
、
保
存
処
理
に
よ
っ
て
上
掲
し
た
よ
う
に
不
明
部
分
が
釈
読
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

③
の
文
書
を
考
え
る
と
き
最
も
重
要
で
最
初
に
問
題
と
す
べ
き
点
は
牒
の
宛
所
が
ど
こ
か
と
い
う
こ
と
で
、『
観
音
寺
遺
跡
（
Ⅳ
）』
で

も
「
□〔
淡
路
国
か
〕

□
□
□
」
を
宛
所
と
す
る
が
、
そ
れ
は
ゆ
る
ぎ
な
い
断
案
と
い
え
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
上
述
し
た
よ
う
に
本
文
書
を
実
見
し
た
と

き
に
気
が
つ
い
た
の
は
、
当
該
部
分
の
左
側
が
直
線
的
に
削
り
取
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
、
こ
の
削
り
痕
は
阿
波
国
司
牒
を
書
い
た
後
の
も

の
で
は
な
く
、
牒
作
成
の
直
前
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
点
で
あ
る
。
こ
の
観
察
に
よ
る
と
宛
所
は
書
か
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
な
り
、
文

書
と
し
て
極
め
て
不
自
然
で
そ
の
理
由
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
発
生
す
る
。
こ
の
点
は
後
に
考
え
る
こ
と
と
し
て
、
文
書
全
体
を
見
る

と
、「
阿
波
国
司
牒
」
で
始
ま
り
「
故
牒
」
で
終
わ
る
牒
の
形
式
に
乗
っ
取
っ
て
書
か
れ
た
文
書
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

　

次
に
、
阿
波
国
司
が
牒
を
発
信
す
る
に
至
っ
た
契
機
で
あ
っ
た
「
今
月
二
十
三
日
牒
」
を
発
信
し
た
主
体
が
ど
こ
か
と
い
う
点
が
問
題

と
な
る
。
本
文
書
木
簡
の
表
裏
に
記
さ
れ
た
三
通
の
文
書
は
同
じ
事
柄
に
つ
い
て
記
し
た
場
合
と
そ
う
で
な
い
場
合
が
あ
り
え
、
同
一
で

あ
る
場
合
と
し
て
は
、
①
阿
波
国
司
移
と
②
阿
波
国
司
解
が
問
題
に
し
た
阿
波
国
の
資
人
の
勘
籍
に
関
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
と
し

た
と
き
、『
令
集
解
』
公
式
令
牒
式
条
所
収
の
跡
説
が
「
假
令
、為
レ
請
二
資
人
一
送
二
書
於
當
国
府
一
者
、合
レ
用
二
自
牒
一
、不
レ
預
二
家
令
等
一
也
」

と
指
摘
し
、
三
位
以
上
の
貴
族
が
地
方
の
人
物
を
資
人
に
選
任
し
た
場
合
、
出
身
国
府
へ
の
文
書
は
「
牒
」
に
よ
る
と
解
し
て
い
る
こ
と

が
注
目
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に
注
目
す
る
と
、阿
波
国
司
へ
の
牒
を
発
し
た
の
は
資
人
の
主
人
で
あ
る
貴
族
が
発
給
し
た
文
書
で
、

平
城
京
の
資
人
の
主
が
派
遣
し
た
「
使
者
」
が
阿
波
国
府
へ
持
っ
て
き
た
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
内
容
は
資
人
の
勘
籍
に
関
す
る
事
柄
と
考

え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
牒
を
阿
波
国
司
ま
で
持
参
し
た
使
人
と
当
該
郡
司
と
と
も
に
必
要
な
手
続
き
を
お
こ
な
い
、
報
告

を
お
こ
な
う
阿
波
国
の
使
者
と
し
て
「
那
賀（
方
）直
綿
麻
呂
」
を
選
び
、
移
文
と
同
様
に
平
城
京
へ
連
絡
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
、
事
状
を
記

し
て
使
者
で
あ
る
綿
麻
呂
に
附
し
て
連
絡
す
る
と
い
う
理
解
が
可
能
に
な
る
の
で
あ
る
。
保
存
処
理
以
前
の
段
階
で
の
理
解
と
し
て
か
か

る
可
能
性
を
考
え
た
と
こ
ろ
で
あ
っ
た（

（（
（

。
し
か
し
な
が
ら
、
上
掲
の
よ
う
に
不
明
部
分
が
解
読
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
現
時
点
で
は
、
従
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前
の
資
人
の
徴
用
に
関
す
る
内
容
と
の
見
解
は
撤
回
し
、
以
下
の
よ
う
に
考
え
る
。

　

ま
ず
、
こ
の
③
文
書
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
六
カ
所
の
修
正
が
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
、
ⓐ
最
初
の
二
文
字
「
右
被
」
を
抹
消
し
、
右

に
「
牒
」、
ⓑ
最
初
の
「
国
」
に
×
を
付
し
、
二
番
目
の
「
国
仍
」
に
０
を
付
し
右
側
に
「
今
□
□
□
」、
ⓒ
「
那
賀
直
」
の
左
側
に
「
方

□
」、
ⓓ
「
□
使
」
の
右
側
に
「
充
」、
ⓔ
「
発
遣
」
を
抹
消
し
右
側
に
「
令
向
」
と
書
い
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　

ⓐ
で
「
牒
」
と
書
き
直
し
た
こ
と
は
最
初
の
行
の
文
案
に
不
満
足
な
点
が
あ
っ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
一
行
目
の
記
載

が
不
十
分
で
あ
っ
た
た
め
、「
牒
」
で
あ
る
こ
と
を
再
確
認
し
た
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
理
由
は
上
述
し
た
宛
所
の
問
題
で
あ
っ
た
と
推
定

で
き
る
。
つ
ぎ
に
、
二
箇
所
の
「
国
」
に
修
正
を
加
え
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、「
依
二
牒
旨
一
仰
三
當
郡
司
与
二
使
人
一
共
依
レ
数
乞
レ
徴

已
畢
」
と
い
う
主
体
が
阿
波
国
司
で
、
そ
れ
は
阿
波
国
司
が
今
月
二
十
三
日
に
受
信
し
た
牒
に
よ
っ
て
お
こ
な
わ
れ
た
こ
と
に
関
連
し
、

牒
を
受
信
し
た
阿
波
国
司
、
當
郡
司
と
使
者
と
と
も
に
「
乞
徴
」
し
た
国
司
、
綿
麻
呂
を
派
遣
し
た
国
司
と
い
う
よ
う
に
国
司
の
役
割
を

明
示
す
る
こ
と
に
留
意
し
た
文
章
で
あ
っ
た
こ
と
に
依
る
の
で
あ
ろ
う
。
内
容
を
繰
り
返
す
と
、「
今
月
廿
三
日
牒
で
依
頼
さ
れ
た
阿
波

国
司
は
、『
仰
三
當
郡
司
与
二
使
人
一
共
依
レ
数
乞
レ
徴
』
こ
と
を
す
で
に
お
え
た
の
で
、
那
方
直
綿
麻
呂
を
使
者
と
し
て
派
遣
す
る
こ
と
は

前
の
通
り
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
阿
波
国
司
は
こ
の
間
の
事
状
を
記
し
使
者
の
綿
麻
呂
に
付
し
牒
す
」
と
い
う
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う

に
考
え
て
も
ま
だ
問
題
と
な
る
の
は
、「
依
レ
数
乞
レ
徴
已
畢
」
と
の
内
容
で
あ
る
。
単
位
に
つ
い
て
の
記
載
が
な
い
た
め
、
徴
る
対
象
と

し
て
「
徴
兵
」
の
よ
う
に
人
間
を
考
え
る
こ
と
も
あ
り
え
る
が
、
一
般
的
に
は
米
な
ど
の
物
資
が
考
え
ら
れ
よ
う
。

　

た
と
え
ば
、
天
平
宝
字
四
（
七
六
〇
）
年
に
お
け
る
造
東
大
寺
司
の
租
米
の
徴
収
に
際
し
、
封
戸
所
在
地
の
郡
司
と
使
者
が
立
ち
会
っ

て
お
こ
な
っ
て
い
る（

（（
（

こ
と
が
注
目
さ
れ
、
封
戸
の
租
米
で
あ
っ
た
可
能
性
が
推
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
天
平
宝
字
四
年
の
造
石

山
寺
所
に
よ
る
封
戸
米
の
徴
収
の
あ
り
方
と
そ
の
際
の
文
書
の
遣
り
取
り
を
参
考
に
し
て
、本
木
簡
の
阿
波
国
司
牒
の
案
文
を
考
え
た
い
。

す
で
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
造
東
大
寺
司
が
石
山
寺
を
造
営
す
る
た
め
に
造
石
山
寺
所
を
設
置
し
、
そ
の
財
源
と
し
て
東
大
寺
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の
近
江
国
愛
智
郡
の
天
平
宝
字
四
年
の
封
戸
租
米
を
あ
て
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
徴
収
・
運
送
が
お
こ
な
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
と
こ

ろ
が
、
畿
内
周
辺
の
飢
饉
と
保
良
宮
造
営
の
た
め
に
徭
丁
が
徴
発
さ
れ
て
い
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
そ
の
徴
収
は
停
滞
し
未
納
の
状
態
が

続
い
た
た
め
、
造
石
山
寺
所
は
使
者
を
派
遣
し
、
そ
の
使
者
が
近
江
国
司
と
愛
智
郡
司
と
共
同
で
そ
の
徴
収
に
あ
た
る（

（（
（

こ
と
に
な
っ
た
。

つ
ま
り
、
東
大
寺
の
天
平
宝
字
四
年
分
の
未
徴
収
の
封
戸
租
米
を
徴
収
す
る
に
際
し
て
、
封
主
で
あ
る
東
大
寺
と
現
業
部
門
の
造
石
山
寺

所
、
近
江
国
司
と
封
戸
の
存
在
す
る
郡
司
な
ど
が
文
書
を
遣
り
取
り
し
な
が
ら
、
共
同
で
徴
収
業
務
を
遂
行
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、

そ
の
際
に
遣
り
取
り
さ
れ
た
文
書
の
案
文
が
「
造
石
山
寺
所
公
文
案
帳
」
と
し
て
『
大
日
本
古
文
書
』
一
五
・
一
六
巻
に
所
収
さ
れ
て
お
り
、

そ
れ
ら
諸
文
書
を
分
析
す
る
こ
と
で
そ
の
徴
収
・
運
送
の
実
態
が
解
明
さ
れ
て
き
た
。

　

当
該
木
簡
は
阿
波
国
司
が
作
成
し
た
こ
と
は
明
ら
か
な
の
で
、
封
戸
租
米
徴
収
に
さ
い
し
て
の
国
司
の
役
割
が
如
何
な
る
も
の
で
あ
っ

た
の
か
を
、
天
平
宝
字
年
間
の
近
江
国
司
の
対
応
を
参
考
に
し
て
、
当
該
木
簡
の
牒
文
書
を
考
え
た
い
。

　

天
平
宝
字
六
年
三
月
十
六
日
に
、
造
東
大
寺
司
は
造
石
山
寺
所
の
要
請
（「
彼
所
解
状
」）
に
よ
り
愛
智
郡
天
平
宝
字
四
年
租
米
を
石
山

寺
の
造
営
に
充
て
る
こ
と
を
決
し
、
そ
の
旨
を
「
仍
牒
二
送
国
司
一
」
と
記
す
よ
う
に
「
近
江
国
司
」
へ
牒
と
し
て
発
し
た
こ
と
を
造
石

山
寺
所
へ
牒
で
連
絡
し
、そ
の
際
に
、近
江
国
司
か
ら
も
こ
の
こ
と
の
連
絡
が
あ
る
こ
と
を
天
平
宝
字
六
年
三
月
十
六
日
に
知
ら
せ
た（『
大

日
本
古
文
書
』
五
ー
一
四
三
）。
つ
い
で
、天
平
宝
字
六
年
四
月
四
日
の
造
石
山
院
所
解
で
は
「
右
、彼
郡
去
宝
字
四
年
租
米
、便
請
用
之
、

下
レ
符
已
訖
、
今
依
二
符
旨
一
乞
レ
徴
」
と
、
天
平
宝
字
四
年
時
の
愛
智
郡
の
租
米
を
造
石
山
寺
所
へ
徴
収
す
べ
き
こ
と
は
符
に
よ
っ
て
国

郡
へ
連
絡
さ
れ
て
い
る
の
で
、
郡
司
に
徴
収
を
依
頼
し
た
と
こ
ろ
、
愛
智
郡
司
は
す
で
に
「
件
の
米
は
綱
丁
等
に
附
し
て
進
上
し
た
」
と

答
え
た
。
そ
こ
で
、
綱
丁
に
問
い
た
だ
し
た
と
こ
ろ
、
史
生
麻
柄
又
万
呂
が
「
引
率
参
向
」
し
た
と
い
う
が
米
は
入
京
し
て
い
な
い
の
で
、

五
年
料
の
租
米
を
請
い
受
け
た
い
と
造
東
大
寺
司
へ
上
申
し
た（『
大
日
本
古
文
書
』一
五
、一
八
一
）。
こ
の
間
の
事
情
に
つ
い
て
は
北
条
・

中
村
氏
の
研
究（

（（
（

が
詳
細
で
あ
る
が
、
租
米
の
徴
収
・
運
送
に
際
し
て
不
正
行
為
が
発
生
し
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
ま
た
、
天
平
宝
字
六



五
八

年
五
月
一
日
に
近
江
国
司
は
、
天
平
宝
字
六
年
四
月
四
日
の
造
石
山
院
所
解
を
得
た
造
東
大
寺
司
が
天
平
宝
字
六
年
四
月
廿
四
日
に
近
江

国
司
に
移
文
を
発
し
、
未
納
租
米
の
う
ち
、
坂
田
郡
上
坂
郷
と
高
嶋
郡
葦
積
郷
の
未
納
租
米
は
造
東
大
寺
司
へ
、
愛
智
郡
蚊
野
郷
の
未
納

租
米
は
造
石
山
寺
所
へ
送
る
べ
き
こ
と
を
愛
智
・
坂
田
・
高
嶋
郡
司
に
命
じ
て
い
る
（『
大
日
本
古
文
書
』
一
五
巻
一
九
七
頁
）。
こ
の
よ

う
に
、
封
戸
米
の
徴
収
・
運
送
に
は
、
封
戸
主
と
封
戸
所
在
の
国
司
と
郡
司
、
さ
ら
に
は
輸
送
す
る
者
と
の
間
で
の
文
書
の
遣
り
取
り
が

お
こ
な
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
な
封
戸
の
租
米
徴
収
の
経
緯
を
参
考
に
し
て
③
の
阿
波
国
司
牒
を
考
え
る
と
、「
當
郡
司
与
使
人
」
と
が
共
同
で
「
依
レ

数
乞
レ
徴
」
た
の
は
ま
さ
し
く
封
戸
米
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
、
文
書
を
遣
り
取
り
す
る
の
は
封
戸
主
と
阿
波
国
司
と
封
戸
所
在
地
の
郡

司
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
と
し
た
と
き
、「
今
月
廿
三
日
牒
」
と
は
封
主
か
ら
の
牒
と
考
え
る
べ
き
で
あ
り
、「
使
人
」
は
封
主

が
派
遣
し
た
使
者
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
点
よ
り
す
る
と
、
文
書
の
宛
所
と
し
て
突
然
「
淡
路
国
司
」
が
登
場
す
る
こ
と

は
全
く
理
解
で
き
な
く
な
る
し
、
ま
た
、「
右
被
」
を
抹
消
し
、
右
に
わ
ざ
わ
ざ
「
牒
」
と
修
正
し
た
こ
と
は
、
宛
所
を
書
か
な
か
っ
た

こ
と
と
関
連
す
る
と
考
え
て
理
解
し
う
る
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
点
よ
り
し
て
も
、「
□〔
淡
路
国
か
〕

□
□
□　

□
□
□
□
□
」の
部
分
は
前
の
文
書
で
、削
り
残
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。た
だ
、

こ
こ
で
封
主
が
宛
所
と
し
て
記
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
見
え
な
い
こ
と
の
理
由
を
考
え
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
こ
の
点
に

つ
い
て
は
明
確
に
断
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
る
が
、
こ
の
木
簡
が
下
書
き
で
あ
る
こ
と
と
、
表
裏
が
一
連
の
文
書
、
す
な
わ
ち
、

平
城
京
の
特
定
の
封
主
に
関
す
る
文
書
で
、
封
戸
米
と
そ
の
封
主
の
資
人
に
関
す
る
勘
籍
で
あ
っ
た
た
め
、
一
度
ど
こ
か
で
記
し
た
た
め

に
い
ち
い
ち
記
す
必
要
が
な
か
っ
た
場
合
が
想
定
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

　

最
後
に
、
ⓒ
「
那
賀
直
」
の
左
側
に
「
方
□
」、
ⓓ
「
□
使
」
の
右
側
に
「
充
」、
ⓔ
「
発
遣
」
を
抹
消
し
右
側
に
「
令
向
」
と
書
い
て

い
る
点
に
つ
い
て
言
及
し
て
お
き
た
い
。
ⓓ
・
ⓔ
の
修
正
は
本
文
書
木
簡
の
内
容
に
直
接
関
連
す
る
と
は
考
え
に
く
く
、
文
字
を
整
え
た



阿
波
国
府
の
文
書
行
政
と
勘
籍
関
連
木
簡

五
九

と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
が
、
ⓒ
に
つ
い
て
は
少
し
検
討
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
も
し
も
「
那
賀
直
」
の
ま
ま
で
あ
つ
た
と
す
る
と
、
上
述

し
た
『
続
日
本
紀
』
宝
亀
四
年
五
月
辛
巳
条
に
「
天
平
寳
字
二
年
、
国
司
從
五
位
下
豊
野
眞
人
篠
原
、
以
レ
無
二
記
驗
一
更
爲
二
長
費
一
、
官

判
依
二
庚
午
籍
一
爲
レ
定
」
と
み
え
、
長
国
造
の
系
譜
を
引
く
那
賀
郡
の
在
地
豪
族
で
あ
れ
ば
「
長
（
那
賀
）
費
」
と
記
さ
れ
る
べ
き
で
、

Ｂ
面
で
は
「
佐
伯
費
」
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
こ
こ
で
「
費
」
で
な
く
「
直
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、「
那
賀
直
」

で
な
か
っ
た
可
能
性
が
高
く
、
修
正
し
た
よ
う
に
「
那
方
直
」
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。「
那
賀
直
」
が
「
那
方
直
」
で
あ

る
と
す
る
と
、「
當
郡
司
」
も
名
方
郡
司
の
こ
と
で
、
既
に
論
じ
た
勘
籍
人
が
「
名
方
郡
殖
栗
郷
戸
主
秦
人
マ
大
宅
」
で
あ
る
こ
と
よ
り
、

名
方
郡
に
本
籍
地
を
持
つ
人
物
の
勘
籍
と
無
関
係
で
は
な
く
な
り
、
一
連
の
文
書
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
本
牒
は
今
月

二
十
三
日
に
平
城
京
の
封
主
（
資
人
の
主
人
）
の
派
遣
し
た
「
使
者
」
が
阿
波
国
府
に
も
た
ら
し
た
文
書
に
対
す
る
返
辞
で
あ
る
。
そ
の

牒
を
受
領
し
た
阿
波
国
司
は
、
そ
の
牒
旨
（
お
そ
ら
く
は
資
人
と
な
っ
た
人
物
の
身
元
調
査
の
依
頼
）
に
従
っ
て
、
當
郡
司
（
名
方
郡
司
）

と
そ
の
使
者
と
と
も
に
、
封
戸
の
米
の
徴
収
を
お
こ
な
い
、
そ
の
こ
と
を
記
し
て
牒
と
し
て
那
方
直
綿
麻
呂
に
充
て
た
。
そ
し
て
、
阿
波

国
か
ら
そ
の
連
絡
文
書
で
あ
る
牒
を
届
け
る
使
者
が
い
な
い
よ
う
で
あ
っ
た
な
ら
、
那
方
直
綿
麻
呂
を
使
い
と
し
て
平
城
京
へ
向
か
わ
せ

ま
す
と
い
う
内
容
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
　

三
節　

国
衙
に
お
け
る
文
書
作
成
に
つ
い
て

　

本
木
簡
で
最
も
注
目
さ
れ
る
の
は
、
移
・
牒
・
解
の
三
種
類
の
文
書
が
一
枚
の
木
簡
に
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
か
つ
、
こ
の
三

種
類
の
文
書
は
同
一
の
こ
と
に
関
連
し
た
た
め
に
同
時
に
記
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、そ
の
作
成
順
序
は
、「
已
畢
」

か
ら
は
じ
ま
る
木
簡
が
最
初
に
記
さ
れ
、
つ
い
で
、
そ
れ
に
直
結
す
る
「
阿
波
国
司
解
」
が
記
さ
れ
、
次
に
裏
面
の
牒
が
作
成
さ
れ
た
の
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は
、
阿
波
国
名
方
郡
で
秦
人
マ
大
宅
が
資
人
に
採
用
さ
れ
、
そ
れ
は
資
人
の
主
が
保
有
し
て
い
た
封
戸
よ
り
採
用
さ
れ
た
た
め
、
同
時
に

関
連
文
書
の
下
書
き
が
作
成
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
名
方
郡
殖
栗
郷
戸
主
秦
人
マ
人
麻
呂
の
戸

口
で
あ
る
年
二
六
才
の
秦
人
マ
大
宅
が
平
城
京
の
貴
族
の
資
人
に
採
用
さ
れ
た
こ
と
に
と
も
な
い
、
秦
人
マ
大
宅
の
勘
籍
と
除
籍
の
依
頼

が
名
方
郡
司
よ
り
阿
波
国
衙
へ
提
出
さ
れ
、
阿
波
国
府
で
勘
籍
が
お
こ
な
わ
れ
た
こ
と
に
と
も
な
う
文
書
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
秦
人
マ

大
宅
の
籍
を
勘
籍
し
た
と
こ
ろ
間
違
い
の
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
の
で
、
そ
の
旨
を
阿
波
国
司
か
ら
平
城
京
の
京
職
へ
佐
伯
費
大

長
に
附
し
て
連
絡
し
た
の
が
①
の
移
文
書
で
あ
る
。
そ
し
て
、
勘
籍
の
結
果
を
阿
波
国
司
が
正
式
に
民
部
省
へ
伝
達
し
た
の
が
②
の
解
文

書
で
あ
る
。
そ
れ
と
同
時
に
、
平
城
京
に
居
住
す
る
主
人
で
あ
る
封
主
か
ら
阿
波
国
名
方
郡
内
に
存
在
し
た
封
戸
の
租
米
の
徴
収
を
依
頼

す
る
使
者
が
派
遣
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
使
者
と
當
郡
司
（
名
方
郡
司
）
と
と
も
に
封
戸
米
の
徴
収
を
お
こ
な
い
、
そ
の
経
過
を
那

方
直
綿
麻
呂
を
使
者
と
し
て
平
城
京
へ
派
遣
し
て
連
絡
し
た
の
が
②
の
牒
文
書
で
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
八
世
紀
中
期
の
阿
波
国
衙
で
は
移
・
牒
・
解
文
書
を
区
別
し
て
作
成
し
て
い
る
こ
と
、
特
に
、
移
と
牒
を
区
別
し
て

文
書
を
作
成
し
て
い
る
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
の
で
、
若
干
の
検
討
を
加
え
た
い
。
早
川
庄
八
『
日
本
古
代
の
文
書
と
典
籍
』（

（（
（

の
指
摘
に

よ
り
、
一
般
的
に
移
と
牒
の
相
違
点
を
強
調
す
る
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
移
が
所
管
ー
被
管
の
関
係
に
な
い
官
司
の
間
で
授
受

さ
れ
る
互
通
文
書
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
、
牒
は
内
外
官
人
の
主
典
以
上
が
諸
司
に
上
申
す
る
際
の
書
式
と
移
式
準
用
の

牒
（
僧
綱
・
三
綱
と
諸
司
と
の
連
絡
に
使
用
）
と
し
て
も
使
用
さ
れ
て
お
り
、
僧
綱
・
三
綱
と
諸
司
と
の
連
絡
文
書
を
除
く
と
、
移
が
官

司
間
の
互
通
文
書
で
あ
る
の
に
対
し
牒
は
主
典
以
上
の
諸
司
へ
の
上
申
文
書
と
い
え
よ
う
。
た
だ
し
、
現
実
に
使
用
さ
れ
た
牒
は
、
諸
司

へ
の
上
申
文
書
だ
け
で
な
く
、
所
管
ー
被
管
関
係
の
曖
昧
な
官
司
相
互
や
個
人
の
上
申
文
書
と
下
達
文
書
と
し
て
使
用
さ
れ
た
。
そ
の
た

め
、
牒
は
所
管
ー
被
管
関
係
の
曖
昧
な
官
司
相
互
に
、
特
に
令
外
官
を
中
心
に
さ
か
ん
に
用
い
ら
れ
、
や
が
て
移
を
圧
倒
し
て
牒
が
一
般

化
す
る
に
い
た
り
、
移
は
消
滅
し
た
と
さ
れ
て
い
る（

（（
（

。
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す
な
わ
ち
、
地
方
官
衙
で
移
と
牒
の
書
式
は
ど
の
よ
う
に
使
い
分
け
ら
れ
て
い
た
の
か
が
問
題
で
、
上
述
し
た
よ
う
に
移
が
官
司
間
の

互
通
文
書
と
い
う
大
原
則
で
あ
る
時
、
地
方
官
衙
は
他
の
国
司
へ
の
連
絡
文
書
に
使
用
し
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
牒
や
移
が
ど
の
よ
う
に

区
別
し
て
使
用
さ
れ
た
の
か
が
問
題
と
な
ろ
う
。

　

地
方
出
土
の
移
木
簡
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
栃
木
県
栃
木
市
田
村
町
の
下
野
国
府
跡
か
ら
「
移
」
と
の
一
字
が
記
さ
れ
た
木
簡（

（（
（

と
兵
庫
県

神
戸
市
垂
水
区
玉
津
町
吉
田
の
吉
田
南
遺
跡
出
土
の
「
播
磨
国
司
移
」
と
の
習
書
木
簡（

（（
（

と
当
該
の
観
音
寺
遺
跡
出
土
木
簡
が
あ
る
だ
け
で
、

内
容
を
も
っ
た
移
文
書
は
観
音
寺
木
簡
だ
け
で
、
地
方
官
衙
で
の
移
文
書
の
使
用
を
考
え
る
と
き
勘
籍
関
連
木
簡
の
「
移
」
文
書
は
貴
重

な
も
の
で
あ
る
。
た
だ
、
移
文
書
の
存
在
を
示
す
も
の
が
少
な
い
理
由
は
、
地
方
官
衙
で
移
文
書
を
発
給
し
な
か
っ
た
た
め
で
は
な
く
、

正
文
書
は
基
本
的
に
は
宛
所
へ
運
ば
れ
る
た
め
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
観
音
寺
遺
跡
の
本
木
簡
は
下
書
き
（
案
文
）
で
あ
っ
た
た
め
に
残
さ

れ
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
中
央
で
の
移
文
書
に
つ
い
て
は
、
長
屋
王
家
跡
よ
り
数
多
く
出
土
し
、
飛
鳥
・
藤
原
に
あ
っ
た
故
高
市
皇
子
の

家
政
機
関
（
Ⅱ
家
）
か
ら
平
城
京
の
長
屋
王
家
の
家
政
機
関
（
Ⅰ
家
）
へ
の
移
が
多
く
出
土
し
て
い
る
。

　

つ
ぎ
に
、
地
方
官
衙
で
の
牒
文
書
の
使
用
実
態
に
つ
い
て
は
、
観
音
寺
遺
跡
以
外
の
牒
木
簡
が
現
時
点
で
以
下
の
五
点
が
存
在
し
て
い

る
の
で
、
そ
れ
ら
を
掲
げ
て
地
方
に
お
け
る
牒
に
つ
い
て
論
じ
た
い
。

①
滋
賀
県
の
湯
ノ
部
遺
跡
出
土
木
簡
（274×

120×
20 ㎜

,011形
式

）（
（（
（

　
　

・
丙
子
年
十
一
月
作
文
記 

（
右
側
面
）

　
　

・
牒 

玄
逸
去
五
月
中
官
□
蔭
人

　
　
　

自
従
二
二
月
一
已
来 

 

養
官
丁

　
　
　

久
蔭
不
レ
潤 

□
　
　

 

□
蔭
人

　
　

・
次
之 

□
□
丁
　
　

 

□
□



六
二

　
　
　

壊
及
於
□
□ 

　
　

 

人
□

　
　
　

裁
、
謹
牒
也

　

本
木
簡
で
注
目
さ
れ
る
こ
と
は
、
木
簡
に
記
さ
れ
た
「
丙
子
年
」
は
天
武
五
（
六
七
六
）
年
に
相
当
し
、
七
世
紀
第
４
四
半
期
の
木
簡

で
、
牒
木
簡
で
は
最
も
古
い
も
の
で
あ
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
つ
い
で
、
書
式
は
、
牒
で
は
じ
ま
り
最
後
が
「
謹
牒
也
」
で
結
ぶ
と
い

う
公
式
令
の
牒
式
に
適
応
し
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。『
木
簡
研
究
』
一
四
号
は
、「
本
木
簡
は
文
書
木
簡
で
、『
久
蔭
不
潤
』『
牒
・
・
・
・
・

謹
牒
也
』
と
の
記
載
か
ら
、
個
人
が
官
司
に
あ
て
た
上
申
文
書
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
厚
手
の
檜
材
を
使
用
し
、
側
面
に
年
紀
入
り
の
背

文
字
を
記
す
こ
と
か
ら
、
保
管
文
書
と
推
察
さ
れ
、
実
際
の
上
申
文
書
は
別
に
提
出
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
」（

（（
（

と
述
べ
て
い
る
。
全
文

が
読
め
な
い
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
正
確
な
理
解
は
困
難
で
あ
る
が
、
問
題
と
し
て
は
、「
作
文
記
」「
蔭
人
」
と
い
う
記
載
文
言
の
理
解
と

と
も
に
、
こ
の
木
簡
の
形
状
が
あ
り
、
如
何
に
考
え
る
べ
き
か
は
様
々
な
考
え
が
あ
り
う
る（

（（
（

。
そ
う
し
た
見
解
の
一
つ
と
し
て
文
章
の
手

本
・
範
式
を
意
味
す
る
「
文
範
」
説
も
あ
り
う
る
が
、「
丙
子
年
十
一
月
」
記
載
よ
り
遅
く
と
も
天
武
五
（
六
七
六
）
年
に
作
成
さ
れ
た

こ
と
は
間
違
い
な
く
、
我
が
国
に
牒
の
書
式
が
こ
の
時
期
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
は
確
認
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
個
々
の
点
で
は
い

く
つ
か
注
目
さ
れ
る
記
載
が
あ
り
、
な
か
で
も
「
蔭
」
に
つ
い
て
は
大
宝
令
の
「
蔭
位
制
」
の
前
身
を
示
す
も
の
と
考
え
ら
れ
、
そ
れ
と

の
関
係
は
注
目
さ
れ
よ
う
。
い
ず
れ
に
し
て
も
本
木
簡
は
、「
玄
逸
」
な
る
人
物
が
「
蔭
」
に
つ
い
て
記
し
た
個
人
の
上
申
文
書
の
案
文

か
保
管
文
書
の
い
ず
れ
か
と
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
で
、
鐘
江
宏
之
氏（

（（
（

は
「
基
本
的
に
は
個
人
が
出
す
文
書
」
で
「
大
宝
令
に

よ
る
書
式
制
定
以
前
か
ら
、
そ
の
基
層
に
前
提
と
な
る
文
書
の
文
化
が
成
立
し
て
い
た
」
と
述
べ
、
そ
れ
を
承
け
て
三
上
氏（

（（
（

は
、
六
世
紀

後
半
に
は
新
羅
で
個
人
が
出
す
文
書
と
し
て
の
牒
が
使
用
さ
れ
て
お
り
、
日
本
で
も
七
世
紀
段
階
で
そ
の
影
響
を
強
く
受
け
て
い
た
と
指

摘
し
て
い
る
。

②
新
潟
県
和
島
村
下
ノ
西
遺
跡
出
土
木
簡
（<260>×

26×
4 ㎜
,019形

式

）（
（（
（

 



阿
波
国
府
の
文
書
行
政
と
勘
籍
関
連
木
簡

六
三

　
　

・ 

今
浪
人
司
謹
牒
丸
部
臣
専
司
二
□

　
　

・ 

山
俣
水
取
小
布
西
三
村
田
人
□

　

②
の
木
簡
は
官
衙
遺
跡
と
考
え
ら
れ
る
下
ノ
西
遺
跡
の
Ⅱ
区
の
溝SD
201

よ
り
出
土
し
た
も
の
で
、
同
遺
跡
か
ら
は
八
世
紀
前
半
の
土

器
と
と
も
に
、「
神
亀
二
」
と
読
め
る
可
能
性
の
高
い
木
簡
が
出
土
し
て
お
り
、
八
世
紀
前
半
の
木
簡
も
出
土
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
本

文
書
木
簡
の
発
信
元
と
考
え
ら
れ
る「
浪
人
司
」と
の
記
載
も
注
目
さ
れ
、お
そ
ら
く
は
越
後
の
国
府
内
に
存
在
し
た
官
司
と
考
え
ら
れ
る
。

宛
所
と
み
ら
れ
る
「
丸
部
臣
」
は
国
司
に
相
当
す
る
人
物
で
、「
専
司
」
は
「
専
当
国
司
」
の
可
能
性
が
あ
る
と
三
上
氏（

（（
（

は
指
摘
し
て
い
る
。

つ
ま
り
、
こ
の
木
簡
は
『
延
喜
式
』
雑
式
国
司
上
下
相
牒
式
の
実
例
の
可
能
性
が
高
く
、
公
式
令
の
定
め
る
文
書
体
系
以
外
の
「
牒
」
の

あ
り
方
（
式
文
に
定
め
ら
れ
た
あ
り
方
）
は
、
か
な
り
早
い
段
階
か
ら
広
く
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
裏
面
の

文
言
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
べ
き
か
論
ず
べ
き
点
は
数
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。

③
新
潟
県
箕
輪
遺
跡
出
土
木
簡

（
Ａ
）
木
簡
（<259>×

35×
5 ㎜
,019形

式
）（

（（
（

　
　

・
牒　

三
宅
史
御
所　

応
□
□出
事
か□　

□
并
□米
か

　
　

・
□時
か

不
過
可
到
来
於
駅
家
村
勿
□怠
遅
か□　

（
Ｂ
）
木
簡
（<99>×
36×

3 ㎜
,081形

式

）

　
　

・
牒　

小
池
御
×　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

右
依
収
今
月
六
日

　
　

・
早
送
□
助
□

　
　
　

故
牒
々
到
准
状　



六
四

　
（
Ａ
）
木
簡
に
つ
い
て
、『
木
簡
研
究
』
は
「
応
□
□出
事
か□
」
に
つ
い
て
「
応
勘
出
事
」
の
可
能
性
を
示
唆
し
、「『
三
宅
史
御
所
』
に
対
し

て
物
品
請
求
を
行
な
っ
て
い
る
も
の
と
考
え
る
。
さ
ら
に
、
裏
面
に
『
駅
家
村
に
到
来
す
べ
し
』
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
物
品
を
『
駅

家
村
』
に
運
ぶ
よ
う
命
令
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
」
と
し
、
命
令
を
受
け
た
「
三
宅
史
御
所
」
が
こ
の
牒
木
簡
を
持
参
し
て
駅
家
村
へ
赴

く
こ
と
を
命
じ
た
も
の
で
、「
駅
家
村
」
で
文
書
機
能
が
終
了
し
た
た
め
廃
棄
さ
れ
た
と
考
え
て
い
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
牒
は
「
駅
家
」

も
し
く
は
そ
れ
を
管
轄
す
る
組
織
が
「
三
宅
史
御
所
」
に
発
信
し
た
下
達
文
書
で
、
そ
の
任
務
が
終
了
し
発
信
場
所
へ
戻
り
廃
棄
さ
れ
た

と
考
え
て
い
る
の
で
あ
る（

（（
（

。

　
（
Ｂ
）
木
簡
は
「
小
池
御
×
」
を
宛
所
と
す
る
下
達
文
書
で
、「
右
依
収
」「
早
送
」
と
の
文
言
よ
り
す
る
と
、「
小
池
御
×
」
に
何
ら
か

の
物
品
を
送
る
こ
と
を
命
じ
、
そ
の
任
務
が
終
了
し
た
と
き
、
本
牒
木
簡
も
持
参
し
て
戻
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
二
つ
の
牒
木
簡
が
出
土
し
た
の
は
河
川
跡
で
、
掘
立
柱
建
物
が
数
棟
確
認
で
き
る
だ
け
で
、
遺
構
面
よ
り
遺
跡
の
性
格
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
同
河
川
跡
か
ら
は
「
上
殿
」「
勅
」
等
の
墨
書
土
器
と
と
も
に
黒
漆
塗
り
の
壺
鐙
と
当
該
木
簡
以
外
に
四

点
の
木
簡
が
出
土
し
、
こ
の
近
く
に
駅
家
（
三
嶋
駅
）（

（（
（

が
存
在
し
、
そ
れ
を
統
轄
し
た
官
衙
が
箕
輪
遺
跡
付
近
に
存
在
し
た
と
考
え
ら
れ

る（
（（
（

。も
し
も
本
遺
跡
が
郡
家
の
別
院
な
ど
の
よ
う
に
郡
レ
ベ
ル
の
官
衙
と
す
る
と
、 

郡
家
と
駅
家
の
関
係
を
考
え
る
上
で
も
注
目
さ
れ
る
。

さ
ら
に
、
宛
所
の
こ
と
な
る
二
通
の
牒
が
出
土
し
た
こ
と
は
、
郡
家
レ
ベ
ル
の
官
衙
に
お
い
て
も
牒
文
書
が
使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
明

ら
か
に
し
た
こ
と
に
な
り
、
召
喚
木
簡
以
外
の
牒
木
簡
に
お
い
て
も
宛
所
か
ら
人
・
者
の
召
喚
と
と
も
に
戻
っ
て
き
た
こ
と
を
示
し
注
目

さ
れ
る
。
さ
ら
に
、（
Ｂ
）
木
簡
の
宛
所
を
明
確
に
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
京
の
上
級
組
織
で
は
な
く
、
越
後
国
内

と
い
う
地
方
官
衙
に
お
い
て
発
信
さ
れ
た
と
見
ら
れ
る
こ
と
は
、「
故
牒
、
々
到
准
状
」
と
い
う
表
現
が
『
延
喜
式
』
雑
式
の
「
国
司
上

下
相
牒
式
」
の
書
止
文
言
や
、
平
安
期
の
太
政
官
牒
の
書
止
文
言
と
も
共
通
す
る
こ
と
よ
り
も
傍
証
さ
れ
よ
う
。

④
宮
城
県
市
川
橋
遺
跡
（<342>×

22×
7 ㎜
,019形

式

）（
（（
（



阿
波
国
府
の
文
書
行
政
と
勘
籍
関
連
木
簡

六
五

　
　

・ 

莫
於
謹
牒
□
宣
棒
申
便
使
□

 

知
下
□
□
□

　
　

・ 
■
■
□　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

□
□
　
　

　

  

　

本
木
簡
は
五
片
よ
り
な
る
文
書
木
簡
で
、
左
右
の
両
側
面
は
原
形
を
と
ど
め
、
上
端
は
山
形
に
成
形
さ
れ
る
が
下
端
は
欠
損
し
て
い
る
。

裏
面
の
二
文
字
が
抹
消
さ
れ
て
い
る
と
す
る
と
、
本
木
簡
は
案
文
を
記
し
た
可
能
性
が
高
い
が
、
読
め
な
い
部
分
が
あ
り
正
確
な
内
容
は

不
明
で
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
な
牒
木
簡
に
つ
い
で
観
音
寺
遺
跡
よ
り
上
述
の
阿
波
国
司
牒
が
出
土
し
た
の
で
あ
る
。

　

養
老
公
式
令
に
み
ら
れ
る
牒
は
、
牒
式
条
が
規
定
す
る
よ
う
に
内
外
官
人
の
主
典
以
上
が
諸
司
に
上
申
す
る
際
の
書
式
と
さ
れ
て
い
る

が
、公
式
令
移
式
条
に
み
え
る
よ
う
に
移
式
準
用
の
牒
（
僧
綱
・
三
綱
と
諸
司
と
の
連
絡
に
使
用
）
と
し
て
も
使
用
さ
れ
る
規
定
で
あ
っ
た
。

た
だ
「
牒
」
の
実
例
に
は
、
公
式
令
で
定
め
ら
れ
た
用
法
以
外
に
、
唐
制
に
近
い
用
法
と
み
ら
れ
る
よ
う
な
官
司
間
で
授
受
さ
れ
て
い
た

事
例
も
数
多
く
み
ら
れ
、
そ
の
用
途
は
き
わ
め
て
広
範
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
状
況
と
な
っ
た
理
由
に
つ
い
て
早
川
庄
八
氏（

（（
（

は
、
①
大
宝

令
の
牒
式
が
唐
の
牒
制
に
近
い
規
定
で
あ
っ
た
た
め
に
、
養
老
令
の
施
行
後
も
こ
れ
が
否
定
さ
れ
ず
に
行
わ
れ
た
、
②
令
の
規
定
如
何
に

か
か
わ
ら
ず
唐
の
牒
制
が
準
用
さ
れ
た
、
③
移
式
準
用
の
牒
が
拡
大
解
釈
さ
れ
て
用
い
ら
れ
た
、
の
三
つ
の
可
能
性
を
指
摘
し
た
。
つ
い

で
、
吉
川
真
司
氏
は
、
唐
公
式
令
に
定
め
ら
れ
た
官
司
文
書
が
官
司
間
文
書
と
官
司
内
文
書
の
二
本
立
て
か
ら
な
る
こ
と
を
指
摘
し
、
こ

の
う
ち
官
司
内
で
本
局
か
ら
別
局
の
下
達
に
「
牒
」、
別
局
か
ら
本
局
へ
の
上
申
に
は
「
刺
」、
別
局
間
の
互
通
文
書
と
し
て
「
関
」
が
使

用
さ
れ
た
が
、
官
司
内
別
局
が
未
発
達
な
日
本
で
は
公
式
令
に
継
受
さ
れ
ず
、
牒
が
官
司
内
文
書
と
し
て
上
申
・
下
達
両
用
に
用
い
ら
れ

た
と
述
べ
て
い
る（

（（
（

。

　

一
方
、
移
文
書
は
公
式
令
移
式
条
で
「
右
八
省
相
移
式
、
内
外
諸
司
、
非
二
相
管
隷
一
者
、
皆
為
レ
移
、
若
因
レ
事
管
隷
者
、
以
レ
以
代
レ
故
、

其
長
官
署
准
レ
卿
、
長
官
無
、
則
次
官
判
官
署
、
国
司
亦
准
レ
此
、
其
僧
綱
与
二
諸
司
一
相
報
答
、
亦
准
二
此
式
一
、
以
レ
移
代
レ
牒
、
署
名
准
レ
省　



六
六

三
綱
亦
同
」
と
規
定
し
、
所
管
ー
被
管
の
関
係
に
な
い
官
司
の
間
で
授
受
さ
れ
る
互
通
文
書
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。
か
か
る
移
文

書
に
つ
い
て
早
川
氏
は
、
①
基
本
的
に
は
上
下
関
係
の
な
い
官
司
間
で
や
り
と
り
さ
れ
る
文
書
で
、
②
差
し
出
し
所
と
宛
所
を
明
示
す
る
。

③
上
下
関
係
の
な
い
官
司
間
で
も
、特
定
の
内
容
の
政
務
で
あ
る
た
め
に
統
括
関
係
に
な
る
場
合
が
あ
り
、こ
う
し
た
関
係
を「
因
事
管
隷
」

と
呼
び
、
こ
の
場
合
に
は
末
尾
の
文
言
を
「
以
移
」
と
す
る
。
④
あ
る
省
の
被
管
官
司
か
ら
他
の
省
の
被
管
官
司
へ
直
接
「
移
」
を
だ
す

こ
と
は
で
き
な
い
と
明
法
家
は
指
摘
し
て
い
る
こ
と
を
特
徴
と
し
て
い
る
。
詳
論
す
べ
き
で
あ
る
が
、
移
文
書
の
最
大
の
特
徴
は
「
相
移

式
」
と
い
う
諸
官
司
間
の
往
復
文
書
と
い
う
点
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
基
本
的
に
は
返
事
が
戻
る
場
合
に
発
信
さ
れ
る
文
書
と
考
え
る

べ
き
で
あ
ろ
う
。
早
川
氏
は
「
こ
の
よ
う
に
移
に
は
、
公
式
令
の
規
定
あ
る
い
は
諸
注
釈
の
解
釈
に
反
す
る
事
例
が
み
ら
れ
る
の
で
あ
る

が
、し
か
し
文
書
様
式
と
し
て
の
移
の
も
つ
問
題
は
、む
し
ろ
移
と
牒
と
の
境
界
が
曖
昧
な
と
こ
ろ
に
あ
る
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
も
っ

と
も
、
そ
も
そ
も
牒
と
い
う
様
式
の
公
文
書
は
移
式
を
転
用
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
両
者
の
境
界
が
曖
昧
な
の
は
、
む
し
ろ
当
然
の
と

な
の
か
も
知
れ
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
阿
波
国
の
観
音
寺
遺
跡
出
土
の
勘
籍
関
連
木
簡
を
み
る
と
、
牒
と
移
を
明
確
に
区
別
し
て
使
用
し
て
お
り
、
地
方
官

衙
に
お
い
て
牒
と
移
は
明
確
に
区
別
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
と
し
た
と
き
、
そ
う
し
た
区
別
の
最
大
の
こ
と
は
何
で

あ
っ
た
の
か
が
問
題
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
上
述
し
た
よ
う
に
、
上
下
関
係
の
な
い
官
司
間
で
お
こ
な
わ
れ
る
往●

復●

文●

書●

は
移
文
書
に
よ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
つ
ま
り
、
地
方
官
衙
で
文
書
を
発
信
す
る
と
き
移
と
牒
の
い
ず
れ
の
書
式
に
よ
る
か
は
、
直
接
の
上

下
関
係
の
な
い
官
司
間
で
返
事
を
前
提
と
す
る
往
復
文
書
を
発
信
す
る
場
合
に
移
形
式
に
よ
り
、
往
復
を
前
提
と
し
な
い
場
合
に
牒
形
式

に
依
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

最
後
に
、
地
方
官
衙
に
お
い
て
こ
う
し
た
公
文
書
を
作
成
し
た
人
物
に
つ
い
て
言
及
し
て
お
き
た
い
。

　

国
衙
で
公
文
書
を
作
成
す
る
任
に
あ
た
っ
た
の
は
、
職
員
令
大
国
条
の
大
目
の
職
掌
に
「
掌
下
受
レ
事
上
抄
、
勘
二
署
文
案
一
、
検
二
出
稽



阿
波
国
府
の
文
書
行
政
と
勘
籍
関
連
木
簡

六
七

失
一
、
読
中
申
公
文
上
」
と
み
え
、
文
案
を
勘
署
す
る
の
は
主
典
で
あ
っ
た（

（（
（

。
こ
う
し
た
こ
と
よ
り
す
る
と
、
本
人
か
否
か
は
別
に
し
て
も

阿
波
国
の
主
典
が
文
案
を
作
成
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
が
、
現
実
に
文
書
の
案
文
を
作
成
し
た
の
は
だ
れ
か
と
い
う
点
が
問
題
で
あ
ろ

う
。こ
の
点
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、『
今
昔
物
語
集
』巻
二
十
九
の
二
十
六
話
や
永
延
二
年
の
尾
張
国
郡
司
百
姓
等
解
文
な
ど
に
み
え
る
代
々

の
国
守
に
仕
え
、
国
務
に
深
く
関
わ
っ
た
存
在
と
み
ら
れ
る
国
書
生
で
あ
る
。
こ
う
し
た
国
書
生
の
初
見
は
森
公
章
氏（

（（
（

が
指
摘
す
る
よ
う

に
『
延
暦
交
替
式
』
延
暦
二
十
二
年
二
月
二
十
日
の
太
政
官
符
所
引
の
神
亀
元
年
三
月
二
十
日
格
の
「
繕
写
籍
帳
書
生
」
で
あ
る
よ
う
に
、

造
籍
書
生
と
し
て
登
場
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
天
平
十
年
の
周
防
国
正
税
帳
に
は
借
貸
稲
と
し
て
「
給
造
天
平
八
年
雑
公
文
書
生

等
食
返
納
稲
肆
拾
捌
束
陸
把
」（『
大
日
本
古
文
書
』
二
ー
一
四
二
）
が
み
え
る
こ
と
よ
り
、
八
世
紀
前
半
か
ら
国
衙
に
お
け
る
種
々
の
公

文
作
成
に
あ
た
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
国
書
生
を
阿
波
国
衙
で
み
る
と
、『
観
音
寺
遺
跡
（
Ⅳ
）
木
簡
編
』（
二
〇
〇
八

年
）
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
「
書
生
」（「
書
生
安
曇
豊
主
」）（

（（
（

の
存
在
が
注
目
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
　

お
わ
り
に

　

以
上
で
「
阿
波
国
府
の
文
書
行
政
と
勘
籍
関
連
木
簡
」
の
検
討
を
終
え
る
が
、
最
後
に
本
稿
で
主
張
し
た
こ
と
を
列
記
し
て
お
く
と
概

ね
以
下
の
諸
点
の
よ
う
に
な
る
。
さ
ら
に
、
本
稿
を
作
成
す
る
に
際
し
て
木
簡
の
保
存
処
理
の
重
要
性
と
様
々
な
問
題
を
再
認
識
し
た
こ

と
を
繰
り
返
し
付
記
し
て
お
き
た
い
。

①
出
土
し
た
勘
籍
関
連
木
簡
は
、
阿
波
国
名
方
郡
よ
り
資
人
に
採
用
さ
れ
た
こ
と
に
と
も
な
い
、
阿
波
国
府
・
資
人
の
本
貫
地
の
郡
司
・

資
人
を
採
用
す
る
組
織
（
個
人
）
と
の
三
者
で
文
書
連
絡
の
必
要
が
発
生
し
、
阿
波
国
府
で
作
成
し
た
移
・
解
・
牒
文
書
の
下
書
き
（
案

文
）
と
し
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
、
こ
の
三
文
書
は
名
方
郡
秦
人
部
大
宅
に
関
わ
る
一
連
の
文
書
で
あ
っ
た
。
な
お
、
そ
れ
ぞ
れ
の
内



六
八

容
に
つ
い
て
こ
こ
で
は
要
約
し
な
い
。

②
地
方
の
官
衙
（
国
府
）
に
お
け
る
文
書
作
成
の
場
に
は
数
多
く
の
木
簡
（
既
使
用
の
木
簡
を
含
む
）
が
用
意
さ
れ
て
い
て
、
そ
れ
ら
は

無
秩
序
に
使
用
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
一
定
の
項
目
ご
と
に
文
書
の
案
文
が
作
成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

③
数
行
に
わ
た
り
記
さ
れ
た
幅
の
広
い
文
書
木
簡
を
再
使
用
す
る
場
合
、
文
書
作
成
の
場
に
は
、
表
裏
の
全
面
を
鉋
な
ど
で
全
面
を
削
る

と
い
う
こ
と
は
せ
ず
に
、
必
要
部
分
の
み
を
小
刀
で
削
り
取
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

④
紙
文
書
で
署
名
だ
け
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
文
書
木
簡
の
案
文
を
作
成
し
た
の
は
国
司
で
は
な
く
国
書
生
が
作
成
し
た
と
考
え
ら
れ

る
。
ま
た
、
地
方
官
衙
に
お
い
て
移
と
牒
は
明
確
に
使
い
分
け
ら
れ
て
い
て
、
直
接
の
上
下
関
係
の
な
い
官
司
間
で
返
事
を
前
提
と
す

る
往
復
文
書
を
発
信
す
る
場
合
に
移
形
式
に
よ
り
、
往
復
を
前
提
と
し
な
い
場
合
に
牒
形
式
に
依
っ
て
い
た
と
考
え
た
。

⑤
さ
ら
に
、
観
音
寺
遺
跡
出
土
の
勘
籍
関
連
木
簡
の
検
討
に
よ
っ
て
、
従
来
、
本
貫
地
を
京
へ
変
更
す
る
と
い
う
改
居
記
事
が
延
暦
十
五

年
（
八
七
六
）
以
後
に
な
り
み
え
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
よ
り
、
喜
田
新
六
氏（

（（
（

が
延
暦
十
五
年
に
画
期
的
変
革
が
お
こ
な
わ
れ
た
と
指

摘
し
、
そ
れ
以
後
に
通
説（

（（
（

と
さ
れ
た
見
解
を
修
正
す
る
必
要
が
生
じ
た
と
い
え
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
本
木
簡
に
よ
っ
て
、
諸
国
か

ら
京
へ
の
改
居
は
八
世
紀
中
期
よ
り
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
と
い
え
る
の
で
あ
る（

（（
（

。

　

注
（
1
）『
木
簡
研
究
』
一
五
、一
九
九
三
年
。

（
2
）
正
倉
院
に
所
蔵
さ
れ
た
鳥
兜
の
た
め
に
使
わ
れ
た
反
故
文
書
が
存
在
す
る
こ
と
は
、
東
野
治
之
「
正
倉
院
蔵  

鳥
兜
残
欠
よ
り
発
見
さ
れ
た
奈
良
時
代
の
文
書

と
墨
画
」（『
正
倉
院
文
書
と
木
簡
の
研
究
』
塙
書
房
、
一
九
七
七
年
）
に
詳
細
で
あ
る
。

（
３
）こ
う
し
た
条
件
下
で
の
国
衙
の
文
書
行
政
研
究
の
も
う
一
つ
の
方
法
は
国
衙
に
於
け
る
書
き
手
の
問
題
が
あ
り
、森
公
章「
国
書
生
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
」（『
日
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六
九

本
律
令
制
論
集　

下
巻
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
三
年
）
が
注
目
さ
れ
る
。

（
４
）
平
川
南
「
地
方
官
衙
に
お
け
る
文
書
の
作
成
・
保
存
・
廃
棄
」『
漆
紙
文
書
の
研
究
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
九
年
）・「
出
土
文
字
資
料
と
正
倉
院
文
書
」（『
古

代
文
書
論
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
九
年
）。

（
５
）
三
上
喜
孝
「
文
書
木
簡
と
文
書
行
政
ー
地
方
出
土
木
簡
を
例
と
し
て
ー
」『
古
代
文
書
論
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
九
年
。

（
６
）
こ
う
し
た
層
位
を
考
え
る
際
に
は
木
簡
だ
け
で
な
く
土
器
（
墨
書
土
器
を
含
む
）
の
検
討
が
重
要
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
自
然
流
路
か
ら
出
土
し
た
墨
書
土
器
と

し
て
は
、
七
世
紀
末
か
ら
八
世
紀
代
の
須
恵
器
坏
の
底
部
高
台
の
内
部
に
記
さ
れ
た
も
の
に
「
祥
物
」、
同
じ
く
「
□
ツ
支
」、「
一
」「
六
」「
十
」、「
布
」、「
□
厨
」

な
ど
が
み
え
る
が
、
官
職
な
ど
に
関
連
す
る
も
の
は
現
在
の
と
こ
ろ
確
認
で
き
な
い
と
い
う
（『
観
音
寺
遺
跡
Ⅰ
（
観
音
寺
遺
跡
木
簡
篇
）』
二
〇
〇
二
年
）。

（
７
）『
木
簡
研
究
』
二
三
（
二
〇
〇
一
年
）
号
の
一
五
一
頁
の
釈
文
は
『
観
音
寺
遺
跡
Ⅳ
』
で
修
正
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
に
従
っ
た
。

（
８
）『
木
簡
研
究
』
二
二
（
二
〇
〇
〇
年
）
号
の
二
一
六
頁
。      

（
９
）
と
り
わ
け
七
世
紀
代
に
初
期
国
宰
の
常
駐
場
所
の
存
在
が
考
え
ら
れ
る
木
簡
が
出
土
し
て
い
る
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

（
10
）
注
8
に
お
な
じ
。 

（
11
）
こ
の
木
簡
に
つ
い
て
は
正
式
な
報
告
は
さ
れ
て
い
な
い
が
、
二
〇
〇
一
年
三
月
七
日
付
け
で
そ
の
写
真
が
発
表
さ
れ
て
い
る
。

（
12
）「
評
制
下
荷
札
木
簡
の
概
要
」『
評
制
下
荷
札
木
簡
集
成
』
奈
良
文
化
財
研
究
所
、
二
〇
〇
六
年
。

（
13
）『
類
聚
三
代
格
』
昌
泰
元
年
七
月
十
七
日
の
太
政
官
符
に
よ
り
、
名
方
郡
は
名
東
郡
（
七
郷
）
と
名
西
郡
（
四
郷
）
に
分
立
し
、
八
世
紀
初
頭
か
ら
九
世
紀
末
ま

で
は
名
方
郡
で
あ
っ
た
。

（
14
）
官
職
を
記
す
例
と
し
て
下
ノ
西
遺
跡
の
「
掾
大
夫
借
貸
卅
五
束
」（『
木
簡
研
究
』
二
〇
、一
七
七
頁
）、
平
城
京
跡
出
土
の
「
万
呂
佐
官
大
夫
」（『
平
城
宮
発
掘

調
査
出
土
木
簡
概
報
』
二
一
の
一
五
八
頁
）
が
存
在
す
る
。

（
15
）
地
方
の
出
土
解
木
簡
で
発
信
元
と
年
月
日
が
記
さ
れ
書
式
の
整
っ
た
木
簡
は
、①「
鋳
所
解　

申
請
荒
炭
事
合
十
籠　

□
□鐸
か

鋳
料
景
雲
二
年
四
月
廿
五
日
物
部
入
鹿
」

（
但
馬
国
分
寺
跡
出
土
木
簡
）、
②
「
・
頂
龍
麻
呂
解　

申
米
借
請
事　

合
一
斗　

赤
豆
五
斗
□
□　
　

・
天
平
神
護
三
年
正
月
八
日   

　

六
人
部
「
□
磐
」     　

□
衆　
　
　

□
□
□
毗
登
「
桑
人
」  　

衆
□
□
□

」

（
但
馬
国
分
寺
跡
出
土
木
簡
）、
③
「
・
磐
城
団
解　

申
進
上
兵
士
事
合
□
人　

 

□
刑
部
子
立

 

「
道
」
丈
部
竹
万
呂      

・
□　

 　

□
七
　

  

」（
多
賀

城
市
市
川
橋
遺
跡
出
土
木
簡
）
の
三
例
の
み
で
あ
る
。
①
は
但
馬
国
分
寺
内
の
鋳
造
工
房
よ
り
但
馬
国
分
寺
へ
景
雲
二
年
四
月
廿
五
日
に
物
部
入
鹿
が
「
荒
炭
」



七
〇

を
要
求
し
た
解
文
の
正
文
書
で
、
②
も
頂
龍
麻
呂
が
天
平
神
護
三
年
正
月
八
日
に
米
一
斗
と
赤
豆
五
斗
の
「
貸
借
」
を
但
馬
国
分
寺
に
申
請
し
た
解
文
の
正
文

書
と
考
え
ら
れ
る
。
③
は
裏
面
が
不
明
で
性
格
で
は
な
い
が
日
付
が
存
在
し
た
の
で
な
い
か
と
推
定
さ
れ
、
磐
城
団
が
多
賀
城
へ
進
上
す
る
兵
士
に
つ
い
て
上

申
し
た
解
文
の
正
文
書
と
み
ら
れ
る
。
解
木
簡
の
冒
頭
部
分
で
「
○
○
解
」
と
し
て
発
信
者
を
記
す
場
合
に
は
個
人
と
組
織
の
二
通
り
あ
り
、
個
人
の
場
合
は

最
後
に
人
名
を
記
す
必
要
は
な
い
が
、
組
織
の
場
合
は
発
信
者
を
特
定
す
る
必
要
が
あ
り
、
こ
の
点
は
守
ら
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

（
16
）
二
〇
〇
六
年
三
月
二
十
日
の
「
報
道
発
表
事
前
説
明
資
料
」、
二
〇
〇
六
年
四
月
一
日
の
「
埋
文
セ
ン
タ
ー
成
果
説
明
会
資
料
」、
二
〇
〇
六
年
八
月
二
十
日
の

大
橋
育
順
「
第
２
回
調
査
成
果
報
告
会
資
料
」
な
ど
が
存
在
す
る
。

（
17
）
和
田
萃
氏
の
見
解
は
二
〇
〇
六
年
十
二
月
三
日
の
木
簡
学
会
で
の
発
表
と
報
告
書
で
の
見
解
を
示
す
。

（
18
）（
Ａ
）
右
京
職
移
は
『
寧
楽
遺
文
』
下
巻
七
四
一
頁
、（
Ｂ
）
摂
津
職
移
は
『
寧
楽
遺
文
』
下
巻
七
四
三
・
四
四
頁
に
み
え
る
。

（
19
）『
寧
楽
遺
文
』
下
巻
七
四
四
頁
。

（
20
）
阿
波
国
に
お
け
る
佐
伯
費
（
直
）
の
分
布
は
、
美
馬
郡
と
三
好
郡
と
い
う
吉
野
川
上
流
域
に
分
布
し
て
い
て
（
拙
稿
「
古
代
四
国
の
出
土
文
字
資
料
」『
資
料
学

の
方
法
を
探
る
』
六
、二
〇
〇
七
年
）、
佐
伯
費
大
長
は
阿
波
国
の
人
物
で
、
阿
波
国
の
雑
任
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
と
考
え
る
。  

（
21
）
拙
稿
「
古
代
四
国
の
出
土
文
字
資
料
」『
資
料
学
の
方
法
を
探
る
』
六
、二
〇
〇
七
年
。

（
22
）
注
21
に
同
じ
。

（
23
）
い
ま
、「
乞
レ
徴
」
を
正
倉
院
文
書
で
み
る
と
、
天
平
宝
字
六
年
四
月
四
日
の
造
石
山
寺
所
解
で
「
右
、
彼
郡
去
天
平
宝
字
四
年
租
米
、
便
請
用
之
、
下
符
已
訖
、

今
依
符
旨
乞
徴
、郡
司
等
答
云
、（
後
略
）」（『
大
日
本
古
文
書
』一
五
、一
八
一
）。
天
平
宝
字
六
年
閏
十
二
月
一
日
の「
造
東
大
寺
司
符　

庄
領
猪
名
部
枚
虫
」に「
可

徴
愛
智
宝
字
四
年
料
租
米
残
事　

右
、
差
散
位
少
初
位
下
丸
部
足
人
、
令
乞
発
遣
、
宜
承
知
此
状
、
此
使
相
副
、
共
彼
残
所
米
乞
徴
、
早
令
進
上
、
今
具
状
、
故
符
」

（『
大
日
本
古
文
書
』
五
、三
一
四
）
と
み
え
、
租
米
の
徴
収
に
際
し
て
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
24
）
竹
内
理
三
『
奈
良
時
代
に
於
け
る
寺
院
経
済
』
大
岡
山
書
店
、一
九
三
二
年
。
利
光
三
津
夫
「
初
期
食
封
制
の
研
究
」『
律
令
及
び
令
制
の
研
究
』
名
著
普
及
会
、

一
九
八
八
年
。
鬼
頭
清
明
「
食
封
制
の
成
立
」『
日
本
史
研
究
』
九
三
、一
九
六
七
年
。

（
25
）
北
条
秀
樹
「
愛
智
郡
封
租
米
輸
納
を
め
ぐ
る
社
会
構
成
」『
日
本
古
代
国
家
の
地
方
支
配
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
〇
年
。
中
村
順
昭
「
愛
智
郡
封
戸
租
米
の
輸

納
を
め
ぐ
る
郡
司
と
下
級
官
人
」『
律
令
官
人
制
と
地
域
社
会
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
八
年
。
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（
26
）
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
七
年
。

（
27
）
相
田
二
郎
『
日
本
の
古
文
書
』
上
、
岩
波
書
店
、
一
九
四
九
年
。

（
28
）
栃
木
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
『
下
野
国
府
跡
』
七
、一
九
八
七
年
。

（
29
）
木
簡
学
会
編
『
日
本
古
代
木
簡
選
』
岩
波
書
店
、
一
九
九
〇
年
。  

（
30
）『
木
簡
研
究
』
一
四
ー
九
三
頁
。

（
31
）
注
30
に
同
じ
。

（
32
）
山
尾
幸
久
「
六
七
六
年
の
牒
の
木
簡
」
滋
賀
県
教
育
委
員
会
・
滋
賀
県
文
化
財
保
護
協
会
編
『
湯
ノ
部
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
Ⅰ
』
一
九
九
五
年
。
市
大
樹
「
西

川
原
遺
跡
群
の
性
格
と
木
簡
」『
飛
鳥
藤
原
木
簡
の
研
究
』
塙
書
房
、
二
〇
一
〇
年
。

（
33
）「
解
・
移
・
牒
」『
文
字
と
古
代
日
本
Ⅰ　

支
配
と
文
字
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
五
年
。

（
34
）「
文
書
様
式
『
牒
』
の
受
容
を
め
ぐ
る
一
考
察
」『
山
形
大
学
歴
史
・
地
理
・
人
類
学
論
集
』
七
、二
〇
〇
六
年
。

（
35
）『
木
簡
研
究
』
二
三
ー
一
八
三
頁
。

（
36
）
注
34
論
文
。

（
37
）『
木
簡
研
究
』
二
二
ー
一
七
八
頁
、『
日
本
古
代
木
簡
集
成
』
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
三
年
。

（
38
）
吉
川
真
司
「
文
書
木
簡
」『
日
本
古
代
木
簡
集
成
』
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
三
年
。

（
39
）『
延
喜
式
』
兵
部
省
諸
国
駅
伝
馬
条
。

（
40
）相
沢
央「
柏
崎
市
箕
輪
遺
跡
出
土
木
簡
の『
駅
家
村
』と
交
通
」研
究
代
表
者
小
林
昌
二『
前
近
代
の
潟
湖
河
川
交
通
と
遺
跡
立
地
の
地
域
史
的
研
究
』二
〇
〇
四
年
。

な
お
、
本
遺
跡
は
遺
構
そ
の
も
の
か
ら
遺
跡
の
性
格
を
特
定
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
二
点
の
牒
木
簡
の
出
土
と
九
点
の
「
上
殿
」
と
の
墨
書
土
器
の
出

土
よ
り
官
衙
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

（
41
）『
木
簡
研
究
』
二
四
ー
八
二
頁
。

（
42
）
早
川
庄
八
『
日
本
古
代
の
文
書
と
典
籍
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
七
年
。

（
43
）
注
38
に
同
じ
。
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（
44
）『
令
義
解
』
職
員
令
神
祇
官
条
の
「
謂
、
審
署
者
、
審
二
察
主
典
勘
造
文
案
一
而
署
レ
之
也
、
文
案
者
、
施
行
曰
レ
文
、
繕
置
曰
レ
案
」
に
よ
る
。

（
45
）
注
３
に
同
じ
。

（
46
）『
木
簡
研
究
』
三
八
、一
八
二
～
一
八
四
頁
。

（
47
）「
桓
武
朝
に
は
じ
ま
る
地
方
人
の
京
都
貫
附
に
つ
い
て
」『
古
代
学
』
一
〇
巻
、
二
・
三
・
四
号
、
一
九
六
二
年
。

（
48
）
笹
山
晴
生
「
古
代
国
家
の
変
容
」『
古
代
の
地
方　

古
代
史
総
論
』
角
川
書
店
、
一
九
九
三
年
。
松
瀬
洋
子
「
京
貫
官
人
の
史
的
動
向
」『
寧
楽
史
苑
』

一
七
、一
九
六
九
年
。
市
川
理
恵
「
京
貫
記
事
の
基
礎
的
考
察
」『
古
代
文
化
』
五
〇
ー
八
、一
九
九
八
年
。

（
49
）拙
稿「
地
方
豪
族
の
都
鄙
間
交
通
」『
愛
媛
大
学
法
文
学
部
論
集　

人
文
学
科
編
』二
三
、二
〇
〇
七
年
、後
に
、拙
著『
日
本
古
代
の
交
通
と
情
報
伝
達
』汲
古
書
院
、

二
〇
〇
九
年
に
所
収
し
た
。

＜

追
記＞

　
　

な
お
、本
稿
は
二
〇
〇
九
年
二
月
七
・
八
日
に
徳
島
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
た
第
二
〇
回
中
国
四
国
古
代
史
研
究
会「
観
音
寺
木
簡
を
め
ぐ
る
諸
問
題
」

に
お
け
る「
勘
籍
木
簡
と
文
書
行
政
」と
の
報
告
を
基
と
し
て
い
る
。
当
日
の
小
生
の
報
告
は
保
存
処
理
以
前
の
勘
籍
関
連
木
簡
の
読
み
に
よ
り
お
こ
な
っ
た
た
め
、

と
く
に
阿
波
国
司
牒
を
改
め
て
見
た
と
き
幾
つ
か
の
文
字
が
読
め
る
よ
う
に
な
り
、
些
か
動
揺
し
た
こ
と
を
明
確
に
記
憶
し
て
い
る
。
保
存
処
理
に
よ
り
墨
痕
が

明
確
に
な
っ
た
良
い
例
で
あ
り
、
今
回
の
保
存
処
理
は
今
後
の
研
究
に
資
す
る
と
こ
ろ
は
大
き
い
と
考
え
る
。
た
だ
内
容
に
つ
い
て
は
、
本
稿
で
論
じ
た
よ
う
に
、

阿
波
国
司
牒
も
勘
籍
に
関
連
す
る
文
書
で
あ
つ
た
と
の
見
解
は
変
更
す
る
必
要
は
な
い
と
考
え
て
お
り
、
基
本
的
に
は
そ
の
際
の
報
告
の
趣
旨
を
変
更
し
て
は
い

な
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
小
生
の
報
告
に
対
し
頂
い
た
多
く
の
ご
意
見
は
も
う
一
度
考
え
直
す
上
で
貴
重
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
記
し
、
徳
島
県
埋
蔵
文
化

財
セ
ン
タ
ー
と
中
国
四
国
古
代
史
研
究
会
の
参
加
者
へ
の
お
礼
と
し
た
い
。




